
水曜
（WED）

金曜
（FRI）

木曜
（THU）

日曜
（SUN）

火曜
（TUE）

月曜
（MON）

古
紙
配
合
の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

土曜
（SAT）

編
集
後
記

平 瀧

夢あふれる　未来のまち　平戸

12
No.183 
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No.183 

2020  December

●「縁結び隊」による結婚相
談会（ホテル彩陽ＷＡＫＩＧ
ＡＷＡ）14：00～16：00

●個別創業相談会（平
戸市役所商工物産課
内）10：00～ 16：00

●ひらど軽トラ市
（木引田町・宮の
町 商 店 街）9：00
～ 12：00

●北松北部クリー
ンセンター受入日
（9：00 ～ 16：
00）

●北松北部クリー
ンセンター受入日
（9：00 ～ 15：
00）

●北松北部クリー
ンセンター受入日
（9：00 ～ 15：
00）

●よろず相談会（田
平町民センター）9：
00～ 17：00

●年金相談（市役所
本庁３階会議室）
10：00 ～15：00

●年金相談（生月支
所）10：30 ～ 15：
00

●年金相談（市役所
本庁３階会議室）
10：00 ～15：00

●年金相談（市役所
本庁３階会議室）
10：00 ～15：00
●補助金・給付金
支援窓口（平戸商工
会 議 所）10：00 ～
16：00

●補助金・給付金
支援窓口（田平町民
センター）10：00 
～16：00

●ハローワークin平
戸市（平戸文化セン
ター）10：00～ 15：
00

●ハローワークin平
戸市（平戸文化セン
ター）10：00～ 15：
00

●ライブラリーコン
サート（平戸図書館）
19：00～

●若者応援相談会in平
戸（未来創造館会議室
Ａ）11：00～ 16：00

●おはなし会（永田
記念図書館）14：00
～

●おはなし会（永田
記念図書館）14：00
～

●赤ちゃんおはなし会
（平戸図書館おはなしの
へや）10：30～

●赤ちゃんおはなし会
（平戸図書館おはなしの
へや）10：30～

●おはなし会（平戸
図書館おはなしのへ
や）14：00～

●おはなし会（平戸
図書館おはなしのへ
や）14：00～

●クリスマスおはなし会
（COLAS平戸ホール）14：
00～14：30
●クリスマス子ども映画上
映会（COLAS平戸ホール）
①10：30～11：45
②15：00～16：32

●おはなし会（平戸
図書館おはなしのへ
や）14：00～

●冬のお楽しみ会
（ふれあいセンター
ゆめホール）10：00
～11：30

●おはなし会（永田記
念図書館）14：00～

●みんなでシネマ
（COLAS平 戸ホー
ル）14：00～

●みんなでシネマ
（COLAS平 戸ホー
ル）14：00～

2419
9102

2423 2522

30 3129

26

27

20

1917 18

21

1614 15

1210 11９８７６

５３２１ ４

H
irado city Public R

elations
2020.12 N

o.183
広
報
ひ
ら
ど
　
令
和
２
年
12月

号

　

自
分
に
は
あ
ま
り
関
係
の

な
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
た
認

知
症
。
も
し
、
家
族
や
身
近

な
人
が
認
知
症
に
な
っ
た
時
、

支
え
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
か
と
、
考
え
る
良
い
機
会

に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
ご
協
力
い
た
だ
い
た
廣

田
さ
ん
ご
家
族
や
認
知
症
予

防
カ
フ
ェ
お
よ
り
よ
の
皆
さ
ん

の
笑
顔
が
素
敵
で
、
皆
さ
ん
の

笑
顔
が
ず
っ
と
続
く
と
い
い
な

あ
と
感
じ
た
取
材
で
し
た
。

　

毎
月
皆
さ
ん
が
１
番
楽
し

み
に
し
て
い
る
編
集
後
記
・
・

で
な
く「
Ｈ
Ａ
ｐ
ｐ
Ｙ 

Ｂ
ｉ
ｒ

ｔ
ｈ
ｄ
ａ
ｙ
」の
枠
を
新
年
１

月
号
か
ら
拡
充
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
投
稿
件
数
が
10

件
を
超
え
た
場
合
は
、
超
え

た
分
は
掲
載
で
き
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
今
後
は
枠
を
調
整

し
て
５
件
増
や
し
て
、
た
く
さ

ん
の
平
戸
の
ア
イ
ド
ル
た
ち
の

元
気
な
笑
顔
を
皆
さ
ん
に
お

届
け
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

12月の各種イベントや行政情報などをカレンダーで紹介します。
12月のイベントカレンダー
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永田記念図書館休

永田記念図書館休

永田記念図書館休

平戸・永田記念図書館休平戸・永田記念図書館休 平戸・永田記念図書館休平戸・永田記念図書館休

28

●市民総合相談・大島
地区（大島村公民館）
13：00～ 16：00

●消費生活相談・生
月地区（舘浦出張所）
13：00～ 15：00

●定例行政相談・生
月地区（舘浦出張所）
13：00～ 15：00

13

永田記念図書館休

永田記念図書館休

特
集ず

っ
と
こ
の
場
所
で
笑
顔
で

〜
み
ん
な
で
支
え
る
認
知
症
〜

秋晴れの心地よい陽気の中、庭で遊ぶひ孫の岳玖くんを優しく
見守る廣田美和子さん（93歳）。認知症になっても、家族や周
囲の人に支えられ元気に過ごしています。

がく



夢に向かって羽ばたけ

このコーナーでは、未来の夢に向かって頑張る市内の小・中学生・高校生を紹介します

応援団
からの

一言 火災救急件数

29件（22件）

1,301件（1,464件）

■火災

■救急

※（ 　）内は昨年同期

交通事故件数
令和２年10月末現在令和２年10月末現在

28件（45件）

  ０人 （ ０人）

35人（51人）

■件　数

■死　者

■負傷者

※（ 　）内は昨年同期

消防本部予防課　☎22-3167問総務課危機管理班　☎22-9101問

人口の動き

■総人口　30,360人（-38人）

■男　性　14,359人（-  ８人）

■女　性　16,001人（-30人）

■世帯数　13,898戸（-17戸）

■平戸地区   17,502人  （-40人）
　 北部地区　  10,334人　（-22人）         
　  中部地区　    3,417人　（-  9人）
　  南部地区　    3,751人　（-  9人）

■生月地区     5,173人 （-10人）
■田平地区　 6,687人 （+13人）
■大島地区　     998人 （- 1人）

令和２年11月１日現在

市民課戸籍住民班　☎22-9123問

広報ひらど 令和２年12月号 2Hirado City Public Relations,2020.123

45

石田  瑞樹 さん

平戸小学校

岩の上町

　  いしだ　　　 みずき

１年

習字と同じくらい
ピアノも好き。ま
た今、楽しいこと
は学校で友達と
遊んだり給食を食
べることです。

『自分の字で思いを伝える』

　字を書くことが好きで休まず教室に通い、このような賞を受
けることができ大変嬉しく思います。デジタル化が進んでいる世
の中ではありますが、自分の字で思いを伝えることの大切さや
字を書く楽しさを忘れずに、これからも習字を続けて頑張って
いってほしいと思います。

母・瞳さん

好
き
な
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
感
謝

力
強
い一
筆
一
筆
に
込
め
ら
れ
た
思
い

12広報ひらど

け
で
な
く
字
を
書
く
こ
と
も
好
き
に

な
っ
て
い
き
、
習
字
を
習
う
よ
う
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
「
習
字
は
、
は
ら
う
と
こ
ろ
や
と

め
る
と
こ
ろ
な
ど
に
特
に
気
を
つ
け

て
い
ま
す
。
あ
と
、
習
字
の
先
生
に

教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
守
っ
て
練

習
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」と

に
っ
こ
り
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　

通
っ
て
い
る
習
字
教
室
の
先
生
は

「
瑞
樹
ち
ゃ
ん
は
、
素
直
な
性
格
で
、

１
度
教
え
た
こ
と
は
し
っ
か
り
と

守
っ
て
字
を
書
く
の
で
、
上
達
が
早

い
で
す
ね
。
ま
だ
１
年
た
っ
て
な
い

の
に
こ
れ
だ
け
の
字
が
書
け
る
の
で

立
派
で
す
」と
太
鼓
判
を
押
し
ま
す
。

　
「
習
字
教
室
に
通
わ
せ
て
く
れ
る

親
に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、

も
っ
と
練
習
し
て
た
く
さ
ん
の
人
に

自
分
の
字
を
見
て
も
ら
い
た
い
で

す
」と
、
大
き
な
瞳
を
キ
ラ
キ
ラ
さ

せ
な
が
ら
、
自
分
の
言
葉
で
最
後

ま
で
し
っ
か
り
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　
　

年
長
の
時
に
習
字
を
習
い
始
め
て
、

ま
だ
１
年
足
ら
ず
で
す
。

　
「
３
歳
く
ら
い
の
時
に
、
動
物
園

に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
て
、
動
物

を
見
て
そ
れ
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら

絵
を
描
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」と
、

話
す
石
田
さ
ん
。
そ
れ
か
ら
、
絵
だ

　
　
　

戸
市
美
術
展
覧
会
小
・
中

　
　
　

学
生
部
門
書
の
部
で
、
平

戸
市
教
育
長
賞
を
受
賞
し
た
女
の

子
が
、
今
回
紹
介
す
る
平
戸
小
学

校
１
年
生
の
石
田
瑞
樹
さ
ん
で
す
。

　

石
田
さ
ん
は
、
幼
い
こ
と
か
ら
絵

を
描
く
こ
と
が
好
き
で
、
保
育
園
の

平

三浦按針没後400年記念事業

文化交流課交流推進班　☎22-9143問

目次・三浦按針没後400年記念事業・人
口の動き・交通事故件数・火災救急件数

夢に向かって羽ばたけ

特集
ずっとこの場所で笑顔で
～みんなで支える認知症～

平戸市の財政状況

秋の叙勲・各種表彰

コロナ関連情報

そうだ図書館へ行こう

まちづくり協議会紹介・「古写真」から見る平戸の記憶遺産

高齢者通いの場

消費生活センター・国際交流員の日記

子育て・健康応援コーナー

見逃せない情報がココに（お知らせ）

暮らしに役立つ情報がここにも（お知らせ）

まちのできごと

うぶ声＆おくやみ・ＴｏｗｎＴｏｐｉｃ

ハッピーバースデー

カレンダー

Ｐ２

　Ｐ３

Ｐ4～15

Ｐ16～23

Ｐ24～25

Ｐ26～27

Ｐ28

Ｐ29

Ｐ30

Ｐ31

Ｐ32～33

Ｐ34～38

Ｐ39

P40～41

P42

P43

P44

　三浦按針ことウィリアム・アダムス没後
400年事業として、さまざまな行事が催され
ました。
　10月29日には、三浦按針没後400年記念
事業実行委員会が作成した、三浦按針の生涯
を分かりやすく説明した紙芝居を、平戸市教
育委員会に寄贈しました。紙芝居は、各学校
に配布されます。
　10月31日には、按針が琉球から持ち帰っ
た芋を日本で初めて植えたとされるコックス
の甘藷畑で芋掘りが行われました。収穫した
芋はイベントなどで活用され、同時に按針の
功績とともにコックスの甘藷畑もPRします。
　11月14日には、崎方公園にある「ANJIN
ローズガーデン」の命名式およびイルミネー
ション点灯式が行われました。この日は、平
戸バラ会によるバラ茶も振る舞われ、多くの
来場者でにぎわいました。

（　）は、前月との比較
ひとみ
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家
族
が
感
じ
た
異
変

　
「
お
金
が
な
く
な
っ
た
」。
５
年
ほ
ど
前
、

美
和
子
さ
ん
か
ら
家
族
に
相
談
が
あ
り
ま

し
た
。
以
降
、
お
金
の
置
き
場
所
を
忘
れ

た
り
、
電
話
番
号
を
忘
れ
て
し
ま
い
、
自

分
で
掛
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
増
え
て
い
き

ま
し
た
。

　

同
居
す
る
家
族
の
美
惠
子
さ
ん
は「
は

「
家
族
み
ん
な
に

　
　
　  

支
え
て
も
ら
っ
て
す
ご
く
幸
せ
」

じ
め
は
加
齢
に
よ
る
も
の
忘
れ
だ
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
何
度
も
同
じ
こ
と
が
続

く
の
で
、
お
か
し
い
と
感
じ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
」と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
家
の
近
く
で
転
ん
で
け
が
を

し
た
の
で
、
そ
の
後
は
で
き
る
だ
け
外
に

出
な
い
よ
う
に
言
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

日
中
ぼ
う
っ
と
し
た
り
、
曜
日
が
分
か
ら

な
く
な
る
こ
と
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
」

と
症
状
の
進
行
を
感
じ
た
そ
う
で
す
。

家
族
全
員
で
支
え
る

　

現
在
、
４
世
代
７
人
で
暮
ら
す
廣
田
家
。

家
族
全
員
で
美
和
子
さ
ん
を
支
え
ま
す
。

美
和
子
さ
ん
に
食
事
を
持
っ
て
い
く
の
は

岳
玖
く
ん
の
役
割
。「
い
つ
も
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
召
し
上
が
れ
っ
て
言
っ
て
持
っ
て
来
て

く
れ
る
と
で
す
よ
。
こ
の
子
と
一
緒
に
遊

ん
だ
り
し
て
、
い
つ
も
元
気
ば
も
ら
っ
と

る
と
で
す
よ
」と
嬉
し
そ
う
に
話
す
美
和

子
さ
ん
。

　
「
認
知
症
の
症
状
が
出
る
前
か
ら
、
母

へ
の
声
掛
け
は
意
識
し
て
行
っ
て
い
ま
し

た
。
家
族
で
母
を
支
え
る
と
い
う
意
識
が

も
と
も
と
あ
っ
た
の
で
、
も
の
忘
れ
な
ど

の
症
状
が
出
て
か
ら
も
、
こ
れ
ま
で
と
変

わ
ら
ず
接
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
以
前
は
危
な
い
の
で
草
む
し
り
や

洗
濯
物
な
ど
を
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
て
い

ま
し
た
が
、
家
庭
で
の
役
割
を
す
べ
て

取
っ
て
し
ま
う
の
は
悪
い
と
思
い
、
今
で

は
で
き
る
事
は
自
分
で
し
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
」と
美
惠
子
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

多
く
の
つ
な
が
り
の
中
で
暮
ら
す

　

月
曜
日
と
金
曜
日
の
平
戸
荘
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
が
楽
し
み
だ
と
い
う
美
和
子
さ

が
く

ん
。「
同
級
生
が
３
人
お
っ
て
、『
今
日
も

ち
ゃ
ん
と
来
れ
た
ね
』っ
て
挨
拶
す
る
と

が
決
ま
り
で
す
。
顔
ば
合
わ
せ
る
だ
け
で

も
う
れ
し
い
」と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

　

家
族
の
支
え
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
の
交

流
な
ど
、
多
く
の
人
と
の
つ
な
が
り
の
中

で
暮
ら
す
美
和
子
さ
ん
。
美
惠
子
さ
ん
は

「
母
は
周
り
か
ら
た
っ
し
ゃ
か
ね
と
言
わ
れ

る
事
も
多
く
、
家
族
も
お
世
話
が
大
変
だ

と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
ろ
い

ろ
な
人
と
話
し
、
子
ど
も
た
ち
と
遊
ん
で
、

自
分
の
役
割
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
、
今
、

元
気
で
過
ご
せ
て
い
る
秘
訣
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
」と
話
し
ま
す
。

　

美
和
子
さ
ん
は
最
後
に「
家
族
み
ん
な

に
支
え
て
も
ら
っ
て
、
す
ご
く
幸
せ
で
す
」

と
手
を
合
わ
せ
な
が
ら
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。 高齢化が社会問題となっている現代。

今後も高齢化は進み、認知症になる高齢者が増えていくこ
とが予想されています。
認知症になってもいつまでも元気に自分らしく暮らすために
家族や周囲の人の支えは必要不可欠。
地域で認知症の人を支えるために私たちになにができるか
この機会に考えてみませんか。

押し車に乗った美和子さんと一生懸命に押すひ孫の岳玖君。
天気のいい日は一緒に外で遊ぶのが日課です。

食事の時間には岳玖君がお手伝い

特
集

ず
っ
と
こ
の
場
所
で
笑
顔
で

〜
み
ん
な
で
支
え
る
認
知
症
〜
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知っていますか認知症のこと
超高齢社会に突入している日本。総人口の４人に１人は65歳以上の高齢者です。
高齢化率は今後も上昇し続けることが予想されており、認知症を発症する高齢者
の数も増え続けています。認知症とはどのような病気なのか、あなたは知ってい
ますか。

　誰しも年をとると、もの忘れをしやすくなりますが、それが認知
症によるものか、老化によるものかを知っておくことが大切です。

　認知症の症状には、記憶・記銘障害や
見当識障害などの中核症状、不安・焦燥、
妄想などの行動心理症状があります。

きめいしょうがい

○記憶・記銘障害
　とくに最近の出来事を覚えられなかった
　り、思い出せない。
○見当識障害
　時間、場所、人物などを正しく認識でき
　ない。

体験のすべてを忘れてしまう
体験したこと自体を忘れてしまう。

体験の一部分を忘れる
食事内容などを忘れることがある。

もの忘れしたことの自覚がない
忘れていること自体を気づかなく
なる。

もの忘れをした自覚がある
自分が忘れっぽいことをわかって
いる。

日時、人、場所などがわからなく
なる
月日や家族、自宅の場所などが
わからなくなる。

日は間違えても月は間違えない。
人物、場所などは覚えている
家族や自宅の場所を忘れること
はない。

性格が変わる
頑固や怒りっぽさが目立つように
なる。

性格に大きな変化はない
態度や人格面は変わらない。

日常生活に支障がある
ふだん生活するうえで、さまざま
な問題が起きる。

日常生活に支障はない
問題なく日常生活を送ることがで
きる。

その「もの忘れ」は年のせい？認知症？

超
高
齢
社
会
で
増
え
続
け
る
認
知
症

　

超
高
齢
社
会
に
突
入
し
て
い
る
日
本
。

高
齢
化
率
の
上
昇
と
と
も
に
、
認
知
症
の

高
齢
者
も
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
平
成
24

年
の
調
査
で
は
、
認
知
症
患
者
は
約
４
６

２
万
人
、
将
来
認
知
症
を
発
症
す
る
可
能

性
が
高
い
予
備
群
は
約
４
０
０
万
人
と
、

実
に
65
歳
以
上
の
４
人
に
１
人
が
認
知
症
、

あ
る
い
は
そ
の
リ
ス
ク
を
抱
え
て
い
る
と

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
戸
市
に
お
け
る
高
齢
化
率
は
、
令
和

２
年
３
月
時
点
で
、
40
．
２
％
と
県
内
で

も
高
い
水
準
と
な
っ
て
お
り
、
年
々
上
昇

し
続
け
て
い
ま
す
。

65歳以上の高齢者における認知症の現状

出典：厚生労働省資料

全体の
15％

全体の
13％

全体の
72％

認知症患者
462万人

認知症予備群
400万人

健常者
2,217万人

○最近のことを忘れる
○身体的機能が低下することも多い
○もの忘れの自覚がない（早期には
　自覚していることもある）

　認知症は、高齢者に多い病気ですが、65歳未満の若
い世代で発症するものを「若年性認知症」と言います。
年齢が若いため、物忘れが出たり、仕事や生活に支障
をきたすようになっても、認知症を疑わなかったり、病
院で診察を受けても、うつ病や更年期障害などと間違わ
れることもあり、診断までに時間がかかってしまうケー
スが多く見られます。

脳内に発生したアミロ
イドβたんぱくやタウた
んぱくという物質が原
因で、脳の神経細胞が
徐々に低下・死滅する

ゆるやかに発
症し、徐々に
進行する

○認知機能低下がまだらに起きる
○片麻痺（左右どちらかの手足が動
　きにくくなる）、嚥下障害、言語障
　害などの症状が多くみられる

脳梗塞や脳出血などの
脳血管疾患がもとで、
脳の神経細胞の働きが
低下・死滅する

急性で、発作
のたびに段階
的に悪化する

○リアルな幻想、それに基づいた妄
　想がある
○手足の震えや筋肉の硬直がおこる
○頭がハッキリしている時と、ぼ
　ーっとしている時がある

脳内にレビー小体とい
う物質が蓄積されるこ
とにより、脳の神経細
胞が損傷を受ける

初期には症状
に 波 が あ り、
徐々に進行す
る

種　類

認知症の「もの忘れ」 老化による「もの忘れ」

ア ルツハイ
マー型認知症

レビー小体型
認知症

脳血管性認知
症

症　状 特　徴 進　行

「認知症」の２つの症状

焦燥

中核症状
○記憶・記銘障害
○見当識障害

睡眠障害

妄想

幻覚

不安

徘徊

「三大認知症」とその特徴

高齢者だけじゃない「若年性認知症」

　若年性認知症は、働き盛りの世代で発症するため、
本人だけでなく、家族の生活への影響が大きくなりやす
いという特徴があります。また、高齢者の認知症と違い、
男性が発症しやすいと言われています。種類別の割合は、
脳血管性認知症の割合が最も高く、若い世代でも脳血
管障害や事故などで突然認知症になる可能性がありま
す。

認知症の種類別の割合

出典：2013年５月「都市部における認知症有
病率と認知症の生活機能障害への対応」を引用

認
知
症
を
正
し
く
理
解

　　

人
間
の
活
動
の
ほ
と
ん
ど
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
て
い
る
司
令
塔
と
も
い
え
る
脳
。

そ
の
脳
の
細
胞
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
り
、

働
き
が
悪
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
障
害
が
起
こ
り
、
生
活
に
支
障

が
出
て
い
る
状
態
の
こ
と
を「
認
知
症
」と

言
い
ま
す
。

　
「
認
知
症
」と
い
っ
て
も
、
発
症
す
る
原

因
や
症
状
に
は
個
人
差
が
あ
り
、
原
因
と

な
る
病
気
の
種
類
も
さ
ま
ざ
ま
。
主
な
も

の
と
し
て「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
」

「
脳
血
管
性
認
知
症
」「
レ
ビ
ー
小
体
型
認

知
症
」が
挙
げ
ら
れ
、
こ
れ
ら
は「
三
大
認

知
症
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

認
知
症
の
他
に
、
適
切
な
治
療
で
治
す
こ

と
の
で
き
る
認
知
症
も
あ
り
ま
す
。

　

認
知
症
の
種
類
に
よ
っ
て
、
症
状
や
進

行
の
し
方
、
周
囲
の
人
の
対
応
の
ポ
イ
ン

ト
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。アルツ

ハイマー型
67.6％

19.5％

8.6％
4.3％

脳血管性

その他レビー
小体型
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認
知
症
に
な
ら
な
い
た
め
に

　
認
知
症
の
大
き
な
原
因
と
し
て
高
血
圧

や
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
生
活
習
慣
病
は
早
く
か
ら
対
策

す
る
こ
と
が
大
切
。
健
診
を
受
診
す
る
な

ど
し
て
日
ご
ろ
か
ら
健
康
維
持
に
努
め
ま

し
ょ
う
。 早

期
発
見
と
社
会
参
加
が
カ
ギ

認
知
症
は
気
づ
か
な
い
ま
ま
放
置
す
る
と
、
ど
ん
ど
ん
症
状
が
悪
化
し
て
し
ま
い
ま
す
。
早
期
に
発

見
し
、
適
切
な
治
療
を
行
う
こ
と
で
病
気
の
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
趣
味
や

運
動
、
人
と
の
会
話
な
ど
社
会
参
加
が
予
防
や
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
に
有
効
で
す
。
認
知
症
の
予

防
・
早
期
発
見
の
ポ
イ
ン
ト
を
平
戸
市
民
病
院
の
中
桶
医
師
に
聞
き
ま
し
た
。

気づいてください認知症のサイン
　何回も同じことを尋ねたり、身だしなみに気を使わなくなるなど、以前と違う様子があれば認知症の前兆の可能性
があります。日常生活の中の小さなサインを見逃さないように注意を払ってみましょう。症状の進行・悪化を抑える
ためにはまず、本人の自覚や周囲の人の気づきが大切です。

認知症早期発見のためのチェックリスト

６項目以上に心当たりがある人は

　認知症の疑いがあるかどうか、ごく初期の段階で簡単に判断する目安としての確認項目です。思い当たる項目に
チェックしてみましょう。

このチェック表だけで認知症かどうか判断することはできませんが、早めにかかりつけの医師に相談すること
をお勧めします。

今日の日付や曜日が分からないことがある

何度も同じことを言ったり聞いたりする

置き忘れ、しまい忘れが多くなった

ささいなことで怒りっぽくなった

買い物でお金を払おうとしても計算できな
いことがある

財布や時計などを盗まれたと思うことが、
よくある

会話の途中で言いたいことを忘れてしまう

だらしなくなった

住所や電話番号を忘れてしまうことがある

ものの名前が出てこないことがある

慣れた道で迷ってしまうことがある

ガスや火の始末ができなくなった

今まで使っていた洗濯機やリモコンなどを
使いこなせなくなった

本の内容やテレビドラマの筋が分からない
ことがある

体の具合が悪いわけではないのに、何も
やる気が起きない

○しっかり寝ているのに、昼間にウトウトしてし
　まう
○気分が落ち込み不安感が強くなった
○車の駐車が以前より下手になった
○仕事や家事でうっかりミスが増えた

○同じことを何回も尋ねる
○短気になった、あまり外出しないなど、以前
　と違う様子が見られる

本人の気づき 家族など周囲の人の気づき

よかよか体操は認知症予防にも有効

　
ま
た
、
家
に
閉
じ
こ
も
っ
た
生
活
が
続

く
と
、
認
知
機
能
が
低
下
し
や
す
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
高
齢
に
な
っ
て
か
ら
も
、

趣
味
を
持
つ
こ
と
、
適
度
な
運
動
を
す
る

こ
と
、
人
と
会
話
を
す
る
こ
と
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

　
平
戸
市
に
は
、
よ
か
よ
か
体
操
や
認
知

症
カ
フ
ェ
な
ど
身
体
を
動
か
し
、
人
と
交

流
す
る
場
所
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
足

を
運
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

異
変
に
気
づ
い
た
ら
す
ぐ
に
相
談
を

　
認
知
症
の
人
を
外
見
だ
け
で
診
断
す
る

こ
と
は
難
し
く
、
が
ん
や
糖
尿
病
な
ど
と

も
違
い
、
血
液
検
査
や
尿
検
査
で
も
認
知

症
と
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
認
知
症
を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
に
は
、

家
族
な
ど
周
囲
の
気
づ
き
が
重
要
で
す
。

同
じ
こ
と
を
何
度
も
聞
い
て
く
る
、
日
付

が
分
か
ら
な
く
な
る
、
最
近
の
こ
と
を
忘

れ
る
、
失
敗
が
増
え
る
な
ど
の
異
変
に
気

づ
い
た
ら
、
早
め
に
か
か
り
つ
け
医
な
ど

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
認
知
症
の
中
に
は
治
る
も
の
も

あ
り
ま
す
。
認
知
症
を
疑
う
症
状
が
出
た

た
め
に
、
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し
た
と

長崎大学病院　准教授・医学博士
平戸市民病院勤務　内科医
中桶　了太　医師

こ
ろ
、
処
方
さ
れ
て
い
る
薬
が
今
ま
で
と

変
わ
っ
て
お
り
、
も
の
忘
れ
の
症
状
を
引

き
起
こ
し
て
い
た
と
い
う
例
も
あ
り
ま
す
。

　
家
族
や
周
囲
の
人
の
言
動
に「
お
や
？
」

と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
相
談
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

認
知
症
に
な
っ
て
も
終
わ
り
じ
ゃ
な
い

　
現
在
、
認
知
症
を
完
治
さ
せ
る
薬
や
治

療
法
は
残
念
な
が
ら
あ
り
ま
せ
ん
が
、
進

行
を
遅
ら
せ
る
薬
は
あ
り
ま
す
。
薬
で
進

行
を
遅
ら
せ
な
が
ら
、
趣
味
、
運
動
、
人

と
の
交
流
を
続
け
ま
し
ょ
う
。

　
認
知
症
に
な
っ
て
も
、
昔
の
こ
と
は
よ

く
覚
え
て
い
ま
す
し
、
で
き
る
事
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
周
囲
の
人
が
認
知
症
の

人
が
何
が
で
き
る
か
、
見
つ
け
て
い
っ
て

あ
げ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

○几帳面できれい
　好きな人だった
　のに、家がひどく
　散らかっている
○料理の味付けが
　以前と変わった
　など
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高
齢
者
の
小
さ
な
変
化
を
見
逃
さ
な
い

　

10
月
29
日
、
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー
で

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
の
は
、
南
部
地
区

の
民
生
委
員
な
ど
９
人
。
日
ご
ろ
か
ら
、

地
域
の
高
齢
者
の
見
守
り
に
力
を
入
れ
て

い
る
皆
さ
ん
で
す
。

　

こ
の
講
座
は
、
認
知
症
に
対
す
る
正
し

い
知
識
と
理
解
を
持
ち
、
地
域
の
認
知
症

の
人
や
そ
の
家
族
に
対
し
て
、
で
き
る
範

囲
で
手
助
け
を
す
る「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
」を
養
成
す
る
も
の
で
す
。
全
国
の

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
数
は
、
令
和
２
年

９
月
末
時
点
で
、
約
１
，
２
８
０
万
人
に

も
の
ぼ
り
ま
す
。
平
戸
市
で
は
、
令
和
元

年
度
に
８
回
の
講
座
が
開
催
さ
れ
１
８
１

人
が
受
講
。
市
内
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

の
数
は
、
令
和
２
年
３
月
末
時
点
で
、
約

地域･チームで支える認知症
認知症はだれでもなる可能性のある病気です。もし、家族や身近な人が認知症を
発症したら　　　。地域の一人一人が認知症という病気のことを正しく理解し、
認知症の人やその家族を支えていくことが大切です。認知症になっても安心して暮
らせるまちを目指して。

認知症サポーター養成講座を受講して

子どもたちの感想

オレンジリングをつけてポーズをとる児童

具体的な対応の7つのポイント

まずは見守る１

２

３

余裕を持って対応する

声をかけるときは１人で

小学校でも講座を開催

松
瀨　

千
秋
さ
ん　
（
小
田
町
）

「
学
ん
だ
こ
と
を
高
齢
者
の

　
　    

　
　
　
　
見
守
り
に
活
か
し
た
い
」

　９月４日、野子小学校で認知症サポーター養
成講座を開催しました。児童は、寸劇などをと
おして認知症の症状や認知症の人との接し方を
学びました。

「認知症がどんなにつらいかがよくわかりました。
認知症の人を見かけたら優しい声かけをしよう
と思いました」
「認知症が脳の病気だということがわかりました。
認知症の人がいたら助けたいと思います」

１_真剣なまなざしで講座を受講する
皆さん　２_講座終了後には認知症サ
ポーターの証であるオレンジリングが
配られる　３_認知症の症状について
説明する平井さん

１

２

３

　私たちは、民生委員として日ごろから１人暮らしの高
齢者の見守りや高齢者施設の訪問などを行っています。
地域では、１人暮らしの高齢者が増えており、見守りの重
要性を感じており、認知症の正しい知識を身につけたい
と思い講座を受講しました。
　講座をとおして、正しい知識を身につけることができ、
民生委員の意識も変わったのではないかと思います。講
座で学んだことを、今後の地域での高齢者の見守りに活
かしていきたいですね。

本人やほかの人に気づかれないよう、一定の距離を保ち、さり
げなく様子を見守る。

こちらの困惑や焦りが、相手にも伝わり動揺させてしまうため、
自然な笑顔で応じる。

複数で取り囲むと恐怖心をあおりやすいので、できるだけ１人
で声をかける。

やさしい口調で

５

６

７

おだやかに、はっきりした話し方で

相手の言葉に耳を傾け、ゆっくり対応

相手が小柄な人の場合は、体を低くして同じ高さで対応する。

後ろから声をかけない

４

一定の距離で相手の視野に入ってから声をかける。唐突な声か
けは禁物。

早口、大声、甲高い声でまくし立てない。方言でコミュニケーシ
ョンをとることも大切。

相手の反応を伺いながら、相手の言葉をゆっくり聴き、何をし
たいのかを相手の言葉を使って推測・確認する。

認知症サポーター養成講座講師
（キャラバン・メイト）
そうごう薬局ミヤノ店
平井　鮎さん（薬剤師）

３
千
人
に
ま
で
増
え
て
い
ま
す
。

　

講
座
で
は
、
認
知
症
の
現
状
や
原
因
、

症
状
な
ど
認
知
症
の
基
本
的
な
知
識
と
、

認
知
症
の
人
と
接
す
る
と
き
の
ポ
イ
ン
ト

な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

　

こ
の
日
講
師
を
務
め
た
、
平
井
鮎
さ
ん

は
、「
認
知
症
の
人
と
接
す
る
と
き
は『
驚

か
せ
な
い
』『
急
が
せ
な
い
』『
自
尊
心
を
傷

つ
け
な
い
』と
い
う
基
本
姿
勢
を
意
識
し
、

７
つ
の
対
応
の
ポ
イ
ン
ト
を
踏
ま
え
て
接

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
」と
解
説
。

　

さ
ら
に
、「
認
知
症
の
人
を
支
え
る
に

は
、
家
族
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

医
療
、
介
護
の
専
門
職
そ
し
て
地
域
の
一

人
一
人
が
認
知
症
の
人
を
支
え
る
チ
ー
ム

の
一
員
で
す
。
地
域
の
人
が
正
し
い
認
知

症
の
知
識
を
身
に
つ
け
、
高
齢
者
の
小
さ

な
変
化
を
見
逃
さ
な
い
こ
と
が
、
見
守
り

の
ポ
イ
ン
ト
」と
話
し
ま
し
た
。
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抱え込まず、相談する勇気を
認知症の人がなごやかな日々を送るために大切なのは周囲の人の理解。しかし、
認知症であることを隠したり、打ち明けられない人がいるのが現実です。平戸市
には、そんな悩める人たちを支える場所があります。

認知症の人と家族のつどい

○会　場
　平戸地区　未来創造館
　田平地区   たびら活性  
　　　　　　化施設
○開催日
　毎月、広報ひらど裏表
　紙のカレンダーに掲載

１
日
で
も
長
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

認知症カフェとかじん

市内各地で行われている認知症カフェを紹介

認かふぇいなほ 地域ふれあいルームゆ～らり

　

職
人
町
で
は
、
市
が
推
進
す

る「
高
齢
者
の
通
い
の
場
」づ
く

り
の
モ
デ
ル
推
進
地
域
と
し
て
平

成
27
年
に「
職
人
町
す
こ
や
か
サ

ロ
ン
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
毎

週
土
曜
日
、
よ
か
よ
か
体
操
を

中
心
に
い
ろ
い
ろ
な
メ
ニ
ュ
ー
を

工
夫
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

３
年
前
か
ら
は
、
メ
ン
バ
ー
の

関
心
が
高
か
っ
た
認
知
症
の
予
防

に
特
化
し
た「
認
知
症
予
防
カ

フ
ェ
お
よ
り
よ
」を
始
め
ま
し
た
。

２
カ
月
に
１
回
程
度
、
講
師
を

招
き
、
認
知
症
予
防
に
役
立
つ
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
ご
指
導
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
カ
フ
ェ
か
ら
発

展
し
て
、
コ
ー
ラ
ス
や
ウ
ク
レ
レ

も
始
め
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は

「
90
歳
近
く
に
な
っ
て
ウ
ク
レ
レ

が
弾
け
る
よ
う
に
な
る
な
ん
て
」

と
喜
び
の
声
も
上
が
っ
て
い
ま
す
。

12
月
に
は
コ
ー
ラ
ス
の
ス
テ
ー
ジ

を
予
定
し
て
お
り
、
練
習
に
励
ん

で
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、「
明
日
が
あ
る
さ
」

の
替
え
歌
を
皆
で
考
え
、
ダ
ン
ス

の
先
生
に
振
り
付
け
て
も
ら
っ
た

脳
ト
レ
の
ダ
ン
ス
も
毎
週
行
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
手
探
り
状
態
で
す

が
、
皆
さ
ん
が
楽
し
く
参
加
し
て
、

１
日
で
も
長
く
職
人
町
で
仲
良
く

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
取
り

組
み
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

認知症予防カフェおよりよ
代表　酒井　砂値子さん

周
囲
の
か
か
わ
り
が
必
要
不
可
欠

　

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
と
お

話
し
す
る
機
会
が
あ
り
ま
す
が
、

認
知
症
は
、
周
囲
の
か
か
わ
り
方

が
重
要
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

夜
中
に
徘
か
い
な
ど
の
症
状
が

あ
っ
た
人
が
、
市
外
に
住
む
娘
と

孫
と
食
事
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
で
、
１
人
で
電
車
に
乗
っ
た

り
、
孫
へ
の
お
土
産
を
選
ん
だ
り

と
気
持
ち
が
前
向
き
に
な
っ
た
そ

う
で
す
。
気
持
ち
が
変
わ
っ
た
こ

と
で
、
い
ま
ま
で
興
味
を
持
た
な

か
っ
た
家
族
の
趣
味
な
ど
に
も
興

味
を
持
ち
、
深
夜
の
徘
か
い
が
無

く
な
っ
た
と
い
う
話
も
聞
い
て
い

ま
す
。

　

認
知
症
の
人
と
家
族
の
つ
ど
い

は
、
参
加
者
が
介
護
を
経
験
し

た
人
や
介
護
施
設
の
職
員
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
介
護
で
の
悩
み
や

苦
労
を
打
ち
明
け
や
す
い
環
境
で

す
。
実
際
に
、
周
囲
に
相
談
で
き

ず
悩
ん
で
い
た
人
が
、
他
の
参
加

者
に
自
分
の
悩
み
を
聞
き
入
れ
て

も
ら
っ
た
こ
と
で
、
気
持
ち
が
落

ち
着
き
、
前
向
き
に
介
護
に
向

き
合
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
が
地

域
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
て
い
く

に
は
、
周
囲
の
関
わ
り
が
必
要
不

可
欠
。
今
、
認
知
症
と
無
関
係

な
人
も
他
人
事
と
思
わ
ず
、
自

分
事
と
し
て
認
知
症
を
考
え
、
理

解
を
深
め
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い

ま
す
。

平戸市地域包括支援センター
認知症地域支援推進員
福田　みや子さん

自
分
１
人
じ
ゃ
な
い
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い

　

認
知
症
に
な
る
と
本
人
も
家

族
も
戸
惑
い
、
病
気
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
受
け
入
れ
る
の
は
難
し

い
事
で
す
。

　

私
も
、
過
去
に
家
族
が
認
知

症
に
な
り
介
護
を
し
た
経
験
が
あ

り
ま
す
。
当
時
は
、
認
知
症
と
い

う
言
葉
も
な
い
時
代
で
、
今
の
よ

う
に
知
識
も
な
か
っ
た
の
で
、
思

い
出
す
た
び
に
も
っ
と
優
し
く
で

き
た
の
で
は
と
後
悔
ば
か
り
で
す
。

　

認
知
症
の
人
と
家
族
の
つ
ど
い

に
は
、
認
知
症
の
人
の
介
護
を
体

験
し
た
人
、
現
在
介
護
し
て
い
る

人
が
集
ま
り
、
自
分
の
体
験
を

語
り
合
い
ま
す
。

　

家
族
が
認
知
症
に
な
り
悩
ん
で

い
る
人
に
は
、
ぜ
ひ
こ
の
つ
ど
い

に
参
加
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
人
の
体
験
を
聞
く
こ

と
で
、
認
知
症
の
家
族
が
新
た
な

症
状
や
行
動
を
と
っ
た
と
き
に
、

慌
て
ず
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
な
に
よ
り
、
悩
ん
で
い

る
の
が
自
分
１
人
じ
ゃ
な
い
こ
と

を
知
っ
て
も
ら
い
、
少
し
で
も
気

持
ち
が
楽
に
な
っ
て
も
ら
え
れ
ば

と
思
い
ま
す
。 認知症の人と家族の会

長崎県支部　佐世保地区会
代表　松尾　文子さん

○活動内容　認知症カフェとかじ
　んでは、日ごろからデイサービ
　スで行っている脳トレやレクリエ
　ーション、公文式学習療法体験
　などのプログラムを用意していま
　す。また、介護相談にも応じて
　います。

デイサービスセンターとかじん
☎23-3388

○活動内容　認知症への偏見をな
　くすきっかけ作りを目的として活
　動しています。認知症の最新情
　報などのミニ講座や脳の血流を
　活性化させるトレーニングを
　行っています。また、質問や相
　談などにも応じています。

住んでいる地域に関係なく、どなたでも参加できます。興味がある人は、それぞれの施設にお問い合
わせください。

○活動内容　平戸よかよか体操、
　昭和・平成時代の平戸・生月の
　映像鑑賞、間違い探しなどを用
　いた脳トレ、コグニサイズなどを
　行っています。また、相談にも
　応じています。希望者には送迎
　も可能です。

問 いなほグループ
☎53-3012

問 平戸市社会福祉協議会生月支所
☎53-2615

問



広報ひらど 令和２年12月号 14Hirado City Public Relations,2020.1215

充実した支援制度を活用
平戸市では、認知症に関する支援や相談窓口をまとめた「認知症ケアパス」や、自
分らしく生きていくために自分の意思を書き込む「マイエンディングノート」を発行
し、配布しています。また、認知症の人が自宅に戻れなくなった時のため、QR
コードを活用した見守りサービスを行っています。

認知症予防カフェおよりよの様子。この日は、音楽教室の
先生を講師に招きコーラスの練習をしていました。参加し
た皆さんは、笑顔で歌や会話を楽しんでいました。
（撮影のため、マスクを外しています）

認知症ケアパスが新しくなりました

マイエンディングノートを活用しましょう

　平戸市で発行している「認知症ケアパス」が新しく
なりました。認知症ケアパスは、認知症の進行状況
に応じて必要となる医療や受けられる介護サービス
など、お住まいの地域で行われているさまざまな支
援についてまとめたものです。
　必要な時に必要な支援をしっかりと受けられるよう
に認知症ケアパスを活用しましょう。

高齢者QRコード活用見守りサービス

平戸市高齢者見守りネットワーク
携帯電話で読み取ります

　外出時に自宅に戻れなくなる可能性がある高齢者
の持ち物（杖やかばん）にＱＲコードが記載された
シールを取り付けくことで、保護した人がＱＲコード
をスマートフォンなどで読み取り、市役所や警察署に
すぐに通報することできます（個人情報は表示されま
せん）。連絡を受けた市役所などが家族に連絡し、
早期の保護につなげます。

　エンディングノートは、最期の迎え方、葬儀、遺
言、財産などについて、家族が困らないよう自分の
希望を書いておくものです。また、自分の人生を振り
返り、残りの人生をどう過ごすか考えるきっかけにも
なります。最期まで、自分らしく暮らすため、そして
家族のためにも、早くからエンディングノートをまと
めておきましょう。

そ
っ
と
手
を
差
し
伸
べ
ら
れ
る
よ
う
に

　

高
齢
化
が
進
む
日
本
。
す
で
に
平
戸
市

で
は
、
人
口
に
占
め
る
65
歳
以
上
の
高
齢

者
の
割
合
が
40
％
を
超
え
て
い
ま
す
。
今

後
、
ま
す
ま
す
１
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
世

帯
や
高
齢
者
が
高
齢
者
の
介
護
を
す
る

老
々
介
護
の
世
帯
が
増
え
て
い
く
こ
と
で

し
ょ
う
。
ま
た
、
身
体
的
な
衰
え
も
伴
い
、

地
域
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
で
、
認
知
機
能
が
低
下
し
、
認

知
症
の
人
も
増
え
て
い
く
と
予
想
さ
れ
ま

す
。

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
生
き

る
こ
と
。
そ
れ
は
、
多
く
の
人
の
願
い
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
願
い
が
認
知

症
な
ど
の
病
気
に
よ
り
失
わ
れ
て
し
ま
う

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め

に
は
、
家
族
や
地
域
な
ど
周
囲
の
人
の
理

解
と
支
え
が
必
要
不
可
欠
。

　

ま
ず
は
、
認
知
症
を
他
人
事
と
思
わ
ず

自
分
事
と
し
て
考
え
、
正
し
い
知
識
を
身

に
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
地
域
全
体

で
認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
で
、

困
っ
て
い
る
認
知
症
の
人
に
、
さ
り
げ
な

く
そ
っ
と
手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
が
で
き

る
人
が
増
え
て
い
く
で
し
ょ
う
。
そ
う
す

れ
ば
、
認
知
症
の
人
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
、
ず
っ
と
笑
顔
で
過
ご
せ
る
ま
ち

に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

見　本
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　歳入決算額は、259億7,175万円で、
前年度と比較して3.0％の増加となって
います。増加の主な要因としては、地方
債の繰上償還に伴う減債基金繰入金の増
加や、建設事業に係る市債借入額の増額
によるものです。
　また、このうち市税などの自主財源は
全体の25.1％で、地方交付税などの依存
財源は74.9％を占めており、国・県など
に大きく依存した財政構造となっていま
す。

市の自主財源は25.1％

前年度と比較して2.5％の増加

決 算 報 告

市民1人当たりの支出額

　令和元年度の一般会計の決
算額は、収入が259億7,175
万円、支出が251億3,858万
円となり、令和２年度への繰
越事業の財源を差し引いた実
質収支は2億9,639万円の黒
字となりました。

2億9,639万円の黒字

　歳出決算額は、251億3,858万円となってお
り、前年度に比べて2.5％の増加となっていま
す。
　性質別で見ると、北松北部環境組合に対する
負担金の減額に伴う補助費等が減少した一方で、
平戸城や文化センターの大規模改修など、大型
建設事業の執行に伴い投資的経費が大きく増加
しています。

区　分 増減率金　額
■市税の内訳

市 民 税
固定資産税
軽自動車税
市たばこ税
都市計画税
入 湯 税

△2.42
1.77
4.23
△1.08
4.55
△3.88
△0.12

11億5,375万円
12億4,325万円
1億2,640万円
2億716万円
4,715万円
2,843万円

28億613万円

　市では、毎年２回「市の財政状況」を公表しています。今回は「令和元年度決算の概要」
「令和２年度上半期の執行状況」についてお知らせします。

■決算の状況（一般会計）

歳 入 総 額

歳 出 総 額

差 引 額

翌年度に繰越すべき財源

実 質 収 支

区　分

259億7,175万円

251億3,858万円

８億3,317万円

５億3,678万円

２億9,639万円

令和元年度

252億983万円

245億2,845万円

６億8,139万円

３億9,947万円

２億8,192万円

平成30年度

７億6,192万円

６億1,013万円

１億5,178万円

１億3,731万円

1,447万円

対前年度増減額

合　 計

平戸の財政状況

３万7,033円

商工費

（対前年度8,794円の増）
商工、観光の振興など

5万307円

土木費

（対前年度6,413円の減）
道路、住宅の整備など

８万447円

教育費

（対前年度23,033円の増）
学校や図書館、文化振興など

７万4,666円

衛生費

（対前年度9,357円の減）
病気予防やごみ・し尿処理など

12万6,733円

総務費

（対前年度16,805円の増）
全般的・租税に関する事務など

１万9,390円

その他

（対前年度2,468円の減）
議会運営、災害復旧など

３万1,276円

消防費

（対前年度2,466円の増）
消防、防災対策など

5万4,458円

農林水産業費

（対前年度373円の減）
農林水産業の振興など

12万8,439円

公債費

（対前年度1,786円の増）
借入金の返済

（対前年度5,518円の増）
22万2,631円

民生費

高齢者や児童の福祉など

市　債　償　還
（都市計画関係） 3,893万円

決算額区　　　分

決算額区　　　分

鉱泉源の保護管理施設整備
観 光 施 設 の 整 備
観 光 振 興

1,353万円
284万円
1,206万円

決算額

■目的税の使いみち

令和元年度に各分野で支出した金額を、
市民１人当たりに換算すると

都市計画税

入湯税

（令和２年3月31日現
在の人口30,641人で

計算）82万5,380円が使われました
収入の内訳グラフ

自主財源（25.1％
）

259億
7,175万円

収入合計

地方消費税交付金など
８億7,232万円（3.4%） 寄附金

6億8,008万円
　　（2.6%）

地方交付税
106億7,440万円
（41.0％）

市税
28億613万円
（10.8％）

国庫支出金
27億6,920万円
（10.7％）

市債
30億5,350万円
（11.8%）

県支出金
20億7,060万円
（8.0%）

使用料・手数料など
30億4,552万円
（11.7％）

　
　
　
依
存

財源（74.9％）　

支出の内訳グラフ（性質別）

任
意
的
経
費（
36.2％

）　 　   投資的経費（17.2％）

義務的経費（
46.6％

）251億
3,858万円

支出合計
公債費

39億1,187万円
（15.5%）

人件費
34億6,737万円
（13.8%）

扶助費
43億5,683万円
（17.3%）

補助費等
28億741万円
（11.2%）

物件費
32億7,607万円
（13.0%）

積立金　
7億4,177万円
（2.9%）

その他　
5億4,940万円（2.2%）

普通建設事業費
39億3,490万円
（15.7%）

災害復旧事業費
３億6,709万円
（1.5%）

繰出金
17億2,587万円
（6.9%）

※万円未満は四捨五入。

問 企画財政課財政班☎内線2344
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その他の事業
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しごとをひろげるプロジェクト（産業・雇用）

漁業所得向上を目指し、策定した経営改善計画の達
成に向けた漁船用機器などの整備に対する支援を行
いました。

新水産業経営力強化事・・・・・  1,849万円
有害鳥獣（イノシシなど）による農作物への被害を防
止するため、防護柵の設置に対する支援を行いまし
た。

鳥獣被害防止総合対策事業・・  4,919万円

水産物の流通販売に関する衛生管理指導や、商品
価値の向上などへの取組強化を行いました。

水産物流通改善対策事業・・・・・ 313万円
新規就農者の確保・育成のため、園芸用ハウスや
繁殖牛舎の整備に対する支援を行いました。

平戸式もうかる農業実現支援事業・3,616万円

たからをみせるプロジェクト
（観光・文化・シティプロモーション）

　令和元年度は、平戸市の主要事業を中心にさまざまな事業を実施しました。その中で
も特に重点的に実施した事業を各プロジェクトごとに紹介していきます。

令和元年度に実施した主な事業

生月町中央公民館移転改修事業２億3,555万円
施設の老朽化に伴い、生月支所２・３階を改修し公民
館を移転しました。

令和３年度に予定している県立佐世保特別支援学校北
松分校小・中学部の開校に向け、田平中学校校舎の
一部を特別教室に改修する工事を行いました。

市内企業の人材確保対策や職住近接の一環として、社
宅・社員寮の整備に対する支援を行いました。

特別支援学校分教室開設準備事業4,827万円
社宅・社員寮等整備緊急対策支援事業550万円

施設の老朽化に伴い、平戸文化センターを改修しまし
た。

文化センター大規模改修事業２億9,957万円

くらしをまもるプロジェクト
（保健・医療・福祉）

平戸城大規模改修事業・・・・ ２億7,217万円

平戸城懐柔櫓を宿泊施設としてリニューアルしました。
平戸城宿泊施設整備事業・・・・・・7,055万円

老朽化している平戸城の天守閣、見奏櫓などの改修を
行いました。

高齢者いきいきおでかけ支援事業1,635万円
高齢者の外出機会拡大と社会参加促進のため、交通
費の一部を助成する「おでかけ券」を交付しました。

障害児支援事業・・・・・・・・・ １億227万円
療養が必要な児童などに対し、通所による発達支援
や集団生活への適応訓練を行いました。

ICT教育推進整備事業・・・・・6,370万円
教室以外の場所で活用するため、小中学校のパソコ
ン室に配置しているノートパソコンを可動式のタブ
レット型パソコンに更新しました。

地域子ども、子育て支援事業・7,643万円
就労などにより子どもの保育ができない保護者など
のため、安心して子育てができる環境整備を行いま
した。

ひとをそだてるプロジェクト（子育て・教育）



平戸の財政状況

360

350

356.9 355.8

340

330

H27H26 H29 H30H28
0

370
361.6

R1

344.6

334.6

366.9

広報ひらど令和２年12月号   20Hirado City Public Relations,2020.12　21

区　分 面積・金額

◎企業会計

◎財産の状況

土 地
建 物
有価証券
基 金
債 権
出 資 金
出 捐 金

991万7,102㎡
25万1,881㎡

845万円
125億3,493万円
3億8,204万円
6,468万円
1億14万円

水道事業

病院事業

交通船事業

収益的収支
資本的収支
収益的収支
資本的収支
収益的収支

区　分 予算現額 収入済額 支出済額

２億2,061万円
３億8,065万円
10億2,566万円
２億1,192万円

6,825万円

10億2,674万円
7億1,322万円
23億7,122万円
３億5,323万円
2億5,556万円

4億4,185万円
7,752万円

10億2,026万円
4,150万円
6,807万円

◎市債の残高
　（市民1人当たり104万8,085円）

◎一時借入金の状況
　　令和２年９月30日現在では、
　　一時借入金はありません。

一般会計
水道事業 
病院事業
交通船事業 
国民健康保険（直診勘定）
農業集落排水事業
工業団地事業
合　計 

区　分 残　高

246億9,780万円
54億4,049万円
８億4,838万円
3億5,660万円
8,636万円
5,899万円

３億7,108万円
318億5,970万円

予算現額 収入済額 予算現額 支出済額

国民健康保険（事業勘定）
国民健康保険（度島直診勘定）
国民健康保険（大島直診勘定）
後期高齢者医療
介護保険（保険事業勘定）
介護保険（サービス事業勘定）
農業集落排水事業
宅地開発事業
あづち大島いさりびの里事業
駐車場事業
工業団地事業

区　分 予算現額 収入済額 支出済額
18億7,172万円

3,238万円
3,961万円

1億4,294万円
17億4,500万円

1,520万円
537万円
51万円

1,244万円
399万円
2,543万円

◎一般会計（収入）

◎特別会計

◎一般会計（支出）

市 税
地方贈与税など
地 方 交 付 税
分担金・負担金
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
寄 附 金
市 債
そ の 他
収 入 合 計

27億8,060万円
10億1,075万円
102億2,767万円

9,273万円
72億4,038万円
23億3,045万円

8億40万円
39億750万円
29憶4,217万円
313億3,265万円

14億4,978万円
４億6,329万円
68億6,159万円

2,422万円
41億4,200万円
１億6,573万円
１億431万円

０円
５億5,318万円

137億6,410万円

92億558万円
72億7,814万円
25億1,313万円
21億4,838万円
14億2,773万円
15億4,412万円
23億2,019万円
28億3,692万円
20億5,846万円
313億3,265万円

42億7,833万円
25億6,563万円
11億41万円
3億8,121万円
７億6,095万円
２億3,451万円
７億7,294万円
14億1,580万円
４億9,402万円
120億380万円

総 務 費
民 生 費
衛 生 費
農林水産業費
商 工 費
土 木 費
教 育 費
公 債 費
そ の 他
支 出 合 計

47億8,476万円
8,222万円

２億2,060万円
4億5,385万円
47億8,638万円

3,656万円
1,228万円
682万円
1,262万円
470万円
5,000万円

20億2,122万円
986万円
1,475万円

1億4,340万円
18億7,298万円

1,162万円
106万円
417万円
6万円

128万円
0円

区　分区　分

財政
指標

市債残高（全会計）

市債残高は約10億円の減少

■市債残高の推移（H26~R1）

実質赤字比率
連結実質赤字比率
実質公債費比率
将来負担比率

健全化判断比率

一般会計などの赤字から財政運営の深刻度を見る指標
すべての会計の赤字から財政運営の深刻度を見る指標
借金の返済額の大きさから資金繰りの危険度を見る指標
市が抱える負債の残高から将来の財政への圧迫度を見る指標

平成
30年度説　　　明

－
－

4.7％
－

－
－

5.7%
－

令和
元年度

国 の 基 準
早期健全化基準
（イエローカード）
12.95%
17.95%
25.0%
350.0%

財政再生基準
（レッドカード）
20.00%
30.00%
35.0%

国の基準

※比率が生じない場合は「－」と表示しています。

資金不足比率 公営企業の資金不足割合から
経営状況の深刻度を見る指標 － －

令和
元年度説　　　明

平成
30年度

20.00%

※いずれの会計も資金不足が生じていないため「－」と表示しています。

対象会計
経営健全化基準（イエローカード）

水道事業・病院事業・
交通船事業ほか

健全化判断比率と資金不足比率

特別会計とは
　国民健康保険は国民健康保険
税、介護保険は介護保険料など、
特定の収入で特定の支出を賄う
仕事をまとめた会計です。

企業会計とは
　民間企業と同じようにその仕
事自体に収益があり、その収益
で支出を賄う仕事をまとめた会
計です。

収　入
支　出
収　入
支　出

11億5,725万円
10億2,229万円
3億952万円

６億8,110万円

収　入
支　出
収　入
支　出

2億2,683万円
２億4,874万円

０円
０円

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

収　入
支　出
収　入
支　出

22億4,016万円
22億4,036万円
３億6,894万円
４億4,090万円

収益的収支

資本的収支

国民健康保険
（事業勘定）
国民健康保険
（度島直診勘定）
国民健康保険
（大島直診勘定）
後期高齢者医療
介護保険
（保険事業勘定）
介護保険
（サービス事業勘定）
農業集落排水事業
宅地開発事業
あづち大島
いさりびの里事業
駐車場事業

工業団地事業

47億983万円

7,054万円

１億930万円

4億3,884万円

44億3,499万円

3,668万円

1,245万円
717万円

1,188万円

504万円

2,197万円

46億1,408万円

7,054万円

１億930万円

4億3,804万円

42億8,677万円

3,668万円

1,245万円
717万円

1,188万円

504万円

2,197万円

支　出収　入区　分

　市の借入金である市債の残高
は、継続的な繰上償還の実施に
より年々減少しています。
　今後も計画的な繰上償還の実
施によりさらなる財政の健全化に
努め、将来の公債費負担の軽減
を図ります。

　平成19年に制定された「地方公共団体の財政の健全化に関する法律（財
政健全化法）」により、毎年、健全化判断比率などを算定し、議会・市民に
報告・公表しています。
　令和元年度決算に基づく比率（指標）は、前年度と同様にいずれも国の基
準（イエローカードとされる早期健全化基準）を下回り、財政状況は、おおむ
ね健全であるといえます。各指標の改善は、平成19年度から実施している
借入金（市債）の繰上償還によるところが大きく影響しており、今後も行財政
改革の取り組みを継続し、引き続き健全な財政運営に努めます。

　　※令和２年9月30日現在人口30,398人で計算

（年度）

（億円）

※資本的収支・・・施設の建設改良に関する投資的な収入と支出
※収益的収支・・・経営活動により発生するすべての収入と支出

※資本的収支・・・施設の建設改良に関する投資的な収入と支出
※収益的収支・・・経営活動によって発生するすべての収入と支出

交通船事業

病院事業

水道事業

執行
状況

特別
会計

企業
会計

すべてにおいて基準内の財政状況

令
和
２
年
度
上
半
期（
４
月
〜
９
月
）

収
入
お
よ
び
支
出
の
状
況

　
　
（
令
和
２
年
９
月
30
日
現
在
）



翌月への繰り越し　16,000円
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平戸の財政状況

ひらどさん家     の家計簿事情
収　入 支　出 

家計

給料

副収入

貯金の取り崩し

貸地収入

実家からの援助

銀行からの借入

前月からの繰り越しなど

平戸市

市税

寄附金

繰入金

使用料・手数料など

地方交付税・国庫支出金・県支出金

市債

繰越金など

平戸市

人件費

扶助費

公債費

物件費

維持補修費など

補助費等

積立金

繰出金

普通建設事業費

災害復旧事業費

家計

食費

医療費・教育費

ローンの返済

光熱水費・電化製品の購入など

家電の修理など

地区会費・生命保険など

貯蓄

子どもへの仕送り

家のリフォーム

台風被害にあった屋根の修理

金額

54,000円
13,000円
27,000円
18,500円

298,500円

59,000円
30,000円

金額

67,000円

84,000円
75,500円
63,000円
10,000円
54,000円
14,500円
33,000円
76,000円
7,000円

市の財政について、皆さんに身近に感じていただくために
平戸市の令和元年度一般会計決算を家計の１カ月の収支に例えて紹介します。平戸市の令和

元年度決算を
１月当たりの

世帯収入が５
０万円の家計

に例えると

市民の皆さんから納めてもらったお金 市職員の給料や議員の報酬など

児童手当、障がい者支援、医療費助成など

市債の返済に充てるお金

光熱水費、消耗品費、旅費など

道路、公共施設を維持するために必要なお金

各種団体への負担金、補助金、交付金など

将来のために積み立てたお金

病院、水道事業など他の会計への繰り出し金

道路、庁舎などの公共施設の増設、改修費用

災害により被災した施設の復旧費用

全国から寄付してもらったお金（ふるさと納税）

市の基金から引き出したお金など

行政財産や公の施設を使用・利用した際に支払うお金

一定の行政サービスが受けられるよう国から交付されたお金
また、市が実施する特定の事業に、国・県が支出したお金

前年度から繰り越されたお金など

市が国や銀行から借りたお金

自主財源に比べて依存財源の割合が大
きく、他からの援助に頼っていることが
わかるわね。

家や庭の改修など、臨

時の大きな出費の一部

は、 祖父母からの援助を

お願いしているよ。
今後は家のリフォ

ームが増え

てきそうだから、
貯金を減ら

さないようにしな
いとね。

これからも医療
費は増えそうだ

から、食費

や光熱水費などで
切りつめていかな

いとね。

ローンの返済を計画的に行いながら、家計を維持していくのは大変だよ。

道路や住宅の建設などでは、ロー

ン（借入金）もしているんだ。これは、

何十年も使う施設の建設費用を後

の世代の人たちにも負担してもらう

という意味もあるんだよ。
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（文化財保護功労）

「先輩や同僚の皆さんのおかげです。今後も、この
御恩を忘れず、文化財保護に尽力していきます。」

木田　昌宏さん　(木引田町）
　きだ　　　　よしひろ

　昭和36年から公益財団法人松浦史料博物館
に勤務し、平戸の文化財保護や郷土の歴史資料
などを発表。また、平戸市文化財審議会会長や
平戸神楽振興会会長などを務め、郷土に残る文
化財の価値を高めることに尽力されています。

（郵政事業功労）

「地域の皆さんのご支援・ご協力のおかげで受章
することができました。ありがとうございます。」

しばやま　　　　もとみち

　昭和47年から郵政業務に携わり、東京中野
郵便局から中津良郵便局を経て、志々伎郵便局
長として従事されました。在職中は、志々伎郵
便局の新築計画や集配局から無集配局への切り
替え業務などに尽力されました。

（児童福祉功労）

「多くの皆さんのご支援、ご協力のおかげで栄誉あ
る賞をいただき感謝申し上げます。」

平石　早賀美さん　(猪渡谷町）
ひらいし　　　　　さがみ

　昭和45年から市内外で保育業務などに携わ
り、昭和54年から現在に至るまで堤保育園の
園長として従事し、地域に根差した保育所の運
営や愛情とぬくもりをもって子どもたちに接す
るなど児童福祉の向上に尽力されています。

（児童福祉功労）

「家族の支え、そしてともに働く保育士の皆さんの
おかげで、身に余る賞をいただき感謝しています。」

たにぐち　　　　ひでこ

　昭和57年から現在に至るまで保育業務に従
事し、主に未満児や０歳児クラスを担当。平成
30年度には平戸市保育士会の０歳児担当リー
ダーを務め、職員の指導や子どもたちの健やか
な成長など児童福祉の向上に尽力されています。

（地方自治功労）

「地域の人たちや市職員のご協力のおかげで、こ
のような身に余る賞をいただき感謝申し上げます。」

川上　茂次さん　(根獅子町）
かわかみ　　　 しげつぐ

　昭和58年から平戸市議会議員として、市議
会議長などの役職を歴任し、社会福祉協議会や
未来創造館の建設、歴史の道ブロンズ像製作な
どに取り組まれました。また、地域活性化にも
携わるなど地方自治向上に尽力されています。

　地方自治や消防などの分野で長年に
わたる功労や社会貢献をたたえる「令和
２年秋の叙勲」が11月２日に発令され
ました。
　そのほか、日ごろからの活動や努力
の成果が実を結び、表彰された皆さん
を紹介します。

瑞宝単光章 瑞宝双光章 旭日小綬章 秋の叙勲
および

各種表彰者

旭日単光章瑞宝双光章

2020年度長崎新聞社文化章

谷口　英子さん　(山中町）

柴山　元師さん　(志々伎町）

（文化教育部門）受賞

田助ハイヤ節
保存会前会長

土肥　テイさん
　（大久保町）

第18回聞き書き甲子園

農林水産大臣賞
平戸高等学校３年　里崎　光さん

さとざき  　　 ひかる

どい

令和２年度平戸市美展特別賞受賞者

一般・高校生の部   

平戸市長賞（画）岡澤清美（書）﨑本満子（写）末永琉貴

（工）吉田キミ平戸市議会議長賞（画）川村保平戸市美

術振興会長賞（画）西﨑義明（書）浦辺真希代平戸市文

化協会長賞（画）田中徳治生月町文化協会長賞（書）小

山のり子田平町文化協会長賞（画）池田淑江大島村文

化協会長賞（書）平松孝子平戸市自治連合協議会長賞

（書）佛田京子平戸商工会議所会頭賞（書）藤澤昌穂平

戸市商工会長賞（書）平野加代子平戸市医師会長賞

（書）松瀨紀子

小・中学生の部

平戸市教育長賞（画）橋口紗英（書）石田瑞樹平戸市教

育会長賞（画）西浦瑠伶平戸市PTA連合会長賞（画）

山口紗瑛フェイス（書）平野愛実平戸ロータリークラブ

会長賞（画）山村輝羅菜平戸ライオンズクラブ会長賞

（画）吉岡和真平戸観光協会長賞（画）藤川来希読売新

聞西部本社賞（工）橋本桃義長崎新聞社賞（デ）藤嶋理

央西日本新聞社賞（書）吉本涼真 （敬称略）



問い合わせ先　健康ほけん課健康づくり班　☎22－9125
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「5つの場面」
　11月に入り、東京や大阪などの首都圏では、新規感染者が激増しています。北海道では１日

における感染者が6日連続して100人を超えるなど、全国各地でも感染者が増加傾向にあり、ま

た各地でクラスターも発生しています。社会生活や経済の活動が戻る中、適切な対策を講じなけ

れば「急速な感染拡大に至る可能性が高い」と政府が設置している新型コロナウイルス感染症対

策分科会から呼び掛けられていま

す。

　これからの時期、忘年会や新年

会、また帰省する人たちなどで大

人数での飲食する機会が増えるか

と思います。ついつい飲みすぎて

盛り上がってしまう前に、今一度

感染リスクが高まる5つの典型的

な場面を確認し、一人一人が意識

して感染予防につとめましょう。

新型コロナウイルスの感染リスクが高まる
これからの時期、感染予防対策の徹底を！！

　県では、季節性インフルエンザ流行期に備え、発熱などの症状があり、受診先に迷う人に医療機関を案

内する「受診・相談センター」を設置しました。これまで、県内各保健所および本庁（土日祝日）に設置して

いた「帰国者・接触者相談センター」を県内１カ所に集約し、新たに「受診・相談センター」を開設してい

ます。

　「受診・相談センター」では、保健師などの専門職が相談に応じ「診療・検査医療機関（＊）」などを案内

します。発熱などの症状があり、受診先に迷う場合には相談ください。発熱などのある人は、必ず受診前

にかかりつけ医などに電話で相談し、適切な感染予防対策がとられた環境で安心して受診できるように、

医療機関の指示に従ってください。

長崎県から新型コロナウイルス感染症に関するお知らせです

県が指定する発熱患者などに対応可能な医療機関で、現在、地域の医師会の協力を得なが

ら相談・診療・検査を担う診療所や病院の登録を進めています。

＊診療・検査医療機関とは（医療機関名は非公表）

かかりつけ医がない人、または夜間休日に受診可能な医療機関を探している人

は  長崎県受診・相談センター（☎0120-409-745） に相談してください。

発熱があった場合は、まずはかかりつけ医に電話で相談

受診・相談の流れ（症状が出る前に、まず自分がどこに相談したらいいか確認してください）

発熱、息苦しさ、風邪症状などがある

最寄りの医療機関で相談

かかりつけ医が

長崎県受診・相談センター
（☎0120-409-745）
土日祝日・24時間対応 

かかりつけ医の医療機関
または

地域の医療機関など

相談は
必ず電話で

いる

できる できない

いない

問  健康ほけん課健康づくり班（☎22－9125）
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平戸図書館

毎週日曜 午後２時～

9日（水）・23日（水）  午前10時30分～

12日（土）・24日（木）　午後２時～

19日（土） 午後７時～

毎週土曜 午後２時～

おはなし会　（おはなしのへや）

赤ちゃんおはなし会　（おはなしのへや）

「みんなdeシネマ」　（COLAS平戸ホール）
『永い言い訳』（邦画:124分)

ライブラリーコンサート（平戸図書館）　　　
■今月の出演は「カフェパヤラの仲間たち」
です。ジャンルを問わない多彩な音楽をお届
けします。予定は変更になることがあります。

お は な し 会　（永 田 記 念 図 書 館）
※随時変更することがあります。永田記念図書館

『サンタさん』

さく／長尾　玲子
出版社／福音館書店

『季節を楽しむボタニカルリース
　自然の恵みで暮らしを彩る』
著／唐津　攝子
出版社／ナツメ社

『あなたのご希望の条件は』
著／瀧羽　麻子
出版社／祥伝社

『とにかく運がよくなりたい！
　突然ですが占っていいですか？PRESENTS』
監修／木下レオン、星ひとみ、
　　　ぷりあでぃす玲奈
出版社／扶桑社

『ウソみたいだけど実在する！
　世界のめっちゃスゴい国』
出版社／JTBパブリッシング

春の終わりに羊の毛を刈った
サンタさんは、その毛ではな
ちゃんのマフラーを作ります。
マフラーが編み上がると、サ
ンタさんはそれを袋に入れて
出発します。サンタさんのひ
たむきな思いを描いたクリス
マスにおすすめの絵本です。

身近な植物の魅力を発見し、輪
の形に凝縮させるのがボタニカ
ルリースです。カニクサのふん
わりリースや菜園のドーナツ
リースなどミニから大型まで
様々なサイズのリースを紹介し
ています。自由な発想でリース
の世界を広げてみませんか？

テレビ番組「突然ですが占っ
てもいいですか？」に登場す
る３人の占い師が、運気を上
げるためのコツを伝授します。
運をよくする言葉や習慣や行
動、幸運を呼ぶ暮らし方、開
運につながるファッション＆
メイクなどを紹介しています。

転職エージェントで働く香澄
は40歳。様々な理由で転職
を考えている人々に、相応し
い求人を紹介する仕事をする
うち、十人十色の仕事観や人
生観にふれ、自分の仕事や人
生も見つめ直すことに。人生
の選択肢はひとつじゃない。
それそれが選ぶ道とは・・・？

ウソみたいな文化・習慣・
法律のある国、ウソみたい
な自然・気候の国、ウソみ
たいな食べ物・食習慣があ
る国・・・。世界中の驚きの国を、
オールカラーのイラストと
写真で楽しく紹介していま
す。

『クリスマスかぞえうた』
さく／西村　敏雄
出版社／白泉社（コドモエのえほん）
いちごのケーキ、にぎやかツ
リー、プレゼント、トナカイ…。
サンタさんは、何を持って来
てくれるかな？1から10まで、
自由なメロディで歌って楽し
むクリスマスの絵本です。

今月の休館日　永田記念図書館：1日(火）・8日(火)・15日(火)・22日(火)・27日（日）
　　　　　　　平戸・永田記念図書館：年末年始 28日（月）～１月３日（日）

図書館ホームページ

http://www.hirado-lib.jp
携帯電話から
ＱＲコードを読み込んで
簡単にアクセスできます。

各図書館・図書室連絡先図書館のイベント情報

田平町中央公民館図書室 ☎22 - 9211
大島村公民館図書室 ☎55 - 2511

平戸図書館 ☎22 - 4017
永田記念図書館 ☎22 - 9182
南部公民館図書室 ☎22 - 9191

生月図書室 ☎22 - 9202

vol.21「古写真」から見る平戸の記憶遺産
文化交流課文化遺産班　☎22-9143問

追廻の馬場

昭和３年ごろの追廻の馬場

現在の追廻の馬場

まち協だより 地域で頑張るまちづくり運営協議会の活動を毎月紹介Vol.1

　「月イチ床屋」は、島民から「度島に床屋さん
が無くなって、わざわざ平戸に行くのは大変。
まち協でどうにかできないか」との声が上がった
ことがきっかけで始まりました。
　毎月第２月曜日を「月イチ床屋の日」と決め、
島外から床屋さんに来てもらい、簡単なカットな
どを低価格で行ってもらっています。まち協が予
約の窓口となり、少しでも島民が利用しやすい
ように工夫しています。「度島で髪を切ることが
できとても助かっています」と利用者からも大変
好評で、「月イチ床屋」以外にも「月イチカイロプ
ラクティック（アメリカ発祥の整体）」や「月イチヨ
ガ」など広がりを見せています。
　度島まち協では、これからも島民の声を事業
に反映させ、島民自ら課題を解決し、さらに度
島が元気になるよう活動していきたいと思います。

上_月イチ床屋を実施する部
屋は、まち協の役員などが
ボランティアで作り上げまし
た。
右_月イチ床屋の様子。毎月
多くの島民が利用し、定着
しています。

島民の声から生まれた『月イチ床屋』 NPO法人度島地区まちづくり運営協議会　☎25-2501

　右上の写真は昭和3年（1928年）ごろで、場所は
「最教寺」奥の院三重の塔の上にあたります。ちょうど
聖宮から入るところで、現在は舗装道路となっており、
子泣き相撲が行われる際は、駐車場になっているとこ
ろです。
　追廻の馬場は、明治初期までは幅50m、長さ
130mほどの広場であったと思われ、古い絵図には、
3本の的を馬上より武士が射る流鏑馬を、中央に位
置した藩主と多くの人たちが見物する様子が描かれて
います。流鏑馬はもともと馬術の重要な訓練の１つで
あり、鎌倉時代から伝わり、やがては神事に奉納さ
れる伝統芸能の１つとなっていきます。平戸でも古く
から奉納されていたことが記録からわかります。
　また、近くには松浦家25代隆信（道可）の墓もあり
ます。

Hirado City Public Relations,2020.1229

やぶさめ



市民課消費生活センター　☎22-9122問

消費生活
センター

「消費生活センター」から身近な情報をお届け
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文化交流課交流推進班　☎22-9143
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を

シ
イ
ラ
が
好
き
な
ア
ゴ
が
飛
ん
で

い
る
か
の
よ
う
に
、
リ
ー
ル
を
一

生
懸
命
巻
き
ま
し
た
。
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
と
同
じ
で
右
腕
を
た
く
さ
ん

使
い
ま
す
が
、
シ
イ
ラ
釣
り
の
方

が
と
て
も
き
つ
か
っ
た
で
す
。

　

と
い
う
こ
と
で
、
釣
り
は
体
を

使
い「
水
の
呼
吸
」を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る

と
て
も
面
白

い
も
の
で
す
。

さ
て
、
来
年

は
何
を
釣
り

ま
し
ょ
う
か
。

　

今
日
か
ら
12
月
で
す
ね
。
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
大
変
な
１
年
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
も
う
少
し
頑

張
っ
て
、
こ
の
２
０
２
０
年
を
終

え
ま
し
ょ
う
！

　

今
年
私
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

生
け
花
以
外
に
魚
釣
り（
钓
鱼
）

に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
実

家
の
北
京
は
海
か
ら
離
れ
た
内
陸

部
な
の
で
、
平
戸
で
初
め
て
海
釣

り
を
し
ま
し
た
。
５
月
か
ら
の
自

分
の
実
績
は
、
ア
ラ
カ
ブ
、
ア
ジ
、

ア
コ
ウ
、
ベ
ラ
を
釣
り
上
げ
、
初

心
者
と
し
て
ま
あ
ま
あ
満
足
し
て

い
ま
す
が
、
同
じ
く
初
め
て
海
釣

り
を
し
た
夫
は
、
ア
コ
ウ（
30
セ

ン
チ
）、
ス
ズ
キ
、
そ
れ
に
ヒ
ラ

メ
ま
で
釣
り
ま
し
た
！ 

　

そ
う
、
釣
り
は
こ
う
い
う
も
の

な
の
で
す
。
同
じ
場
所
で
、
同
じ

道
具
を
使
っ
て
い
る
の
に
、
隣
の

国際交流員
の日記

問

53

　
平
戸
市
で
は
、高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
ら
れ
る
た
め
に
、身
近
な
地
区
公
民
館
な
ど
で

健
康
体
操「
平
戸
よ
か
よ
か
体
操
」を
毎
週
行
う
場
の
設
置
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、各
地
区
の「
高
齢
者
の
通
い
の
場
」を
毎
月
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　   

　
長
寿
介
護
課
高
齢
者
支
援
班（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）　
☎
22
‐
9
1
3
3

「平戸よかよか体操」オリジナルＣＤおよびＤＶＤを無償貸し出し中です！
―
 

み
ん
な
い
き
い
き
元
気
に ―

高
齢
者
の
通
い
の
場
訪
問
ＶＯＬ．
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活 動 日／毎週月曜　

　　　　　午後７時30分～８時30分

活動場所／多目的研修センター２階

開催地区／津吉元

代　　表／作尾　絹江

田崎班Go Go

作尾　絹江さん
（津吉町）

代表

　私たちが住む田崎班を何とか元気にできな
いかと話し合って活動を始めました。昼間働い
ている人が参加しやすいように、夜に活動して
います。働いているときや、普段生活している
だけでは使わない筋肉を鍛えられるので「足腰
が強くなった」「坂道がつらかったけどラクラク
に歩けるようになった」という声が聞けて、活
動を始めて良かったと思いました。
　「自分の健康は自分で守る」を目標に、今後
も助け合い、声を掛け合って無理のないよう努
めていきたいと思いますので、どうぞ気軽に参
加してみてください。

　さくお　　　 きぬえ

　津吉元地区田崎班では平成30年２月から平戸よかよか体操を行
う通いの場を始めました。「Go Go」の由来は、活動を始めたのが
55番目の団体ということから名付けました。週１回活動しており、
参加者は50～ 70代までの６、７人です。よかよか体操後は、口
腔体操やタオルを使ったストレッチ、茶話会なども行っています。
９月にはグラウンドゴルフにも挑戦して、子供から大人まで交え
て行い、参加者からは「楽しかった」「また参加したい」と好評でし
た。今後は認知症予防を兼ねた脳トレ体操も行うなど、いろいろ
なことに挑戦して楽しく参加できるよう続けていこうと思います。

「田崎班Go Go」

vol.10　　

国際交流員
丁睿朗

（テイ・エイロウ）
（中国出身）

你好,平戸



 妊娠中はむし歯や歯周病になりやすい
　妊娠中はホルモンの変化により、歯周病の原因
となる細菌の増殖や唾液の分泌量の減少などが起
こり、むし歯や歯周病になりやすくなります。妊婦
の持つ歯周病菌が早産や低体重児出産の原因に
なる可能性も指摘されています。
　特に歯周病は気が付いた時から治療を始めても
すぐに治るわけではありません。予防が大切なの
で、妊娠の前から歯とお口の状態をチェックして、
気になることがあったらその都度、対応していくの
が理想です。
 歯の治療はおなかの赤ちゃんには影響ある？
　こう思い込んでいる妊婦さんなどもいると思い
ます。しかしそれは間違いです。薬や麻酔なども
きちんとした運用であれば問題ないですし、歯科
治療で使うレントゲンも利用できます。

日にち

※開所時間などの詳しい情報は、子育て応援ガイドブック「おひさま」
　をご覧になるか、各施設にお問い合わせください。親子で遊んで、ママ友作ろう（就学前交流の場）

連絡先施設名連絡先施設名連絡先施設名

57-0236

57-3028

57-0744

55-2006

53-1759

53-0496

22-9206

57-0789

27-0475

27-1084

27-0333

27-0222

57-1943

22-2244

22-3360

22-2575

おひさまひろば

さくらんぼ広場

はなぞの広場

しまっこ広場

よちよちクラブ

めばえ広場

いきつきげんきっこ広場

やよいプレイランド

中津良保育所

堤保育園

小鳩こども園

津吉保育所

トコトコ

あいちゃん広場

かもめネットワーク

みのりの樹１

（田平：平戸口社会館）

（田平：若葉保育園）

（田平：花園保育園）

（大島：大島村保育所）

（生月：山田児童館）

（生月：認定こども園めばえ）

（生月：生月こども園）

（田平：やよい幼稚園）

（南部：中津良保育所）

（南部：堤保育園）

（南部：小鳩こども園）

（南部：津吉保育所）

（田平：保健センター）

（北部：愛の園保育所）

（北部：しおかこども園）

（北部：みのりこども園）

連絡先施設名
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子育て・健康応援コーナー
このコーナーでは、子育てや健康に関する旬な情報を「お知らせ」します。

特定健診やがん検診などの日程は、対象者に配布している「平戸市健（検）診日程表」をご覧ください。

妊娠中の口腔ケア
健康ほけん課健康づくり班　☎22-9125問

12月の休日当番医（診療時間：午前９時～午後５時）
住　所 連絡先医療機関日にち

平戸市医師会　☎20-0011問

12月６日（日）

12月13日（日）

12月20日（日）

12月27日（日）

12月29日（火）

12月30日（水）

12月31日（木）

北川病院

谷川病院

青洲会病院

柿添病院

谷川病院

青洲会病院

柿添病院

平戸市浦の町737番地

平戸市田平町山内免400

平戸市田平町山内免612番地4

平戸市鏡川町278番地

平戸市田平町山内免400

平戸市田平町山内免612番地4

平戸市鏡川町278番地

22-2344

57-0045

57-2155

23-2151

57-0045

57-2155

23-2151

いざというとき

●平戸市消防本部
　☎22-4199

救急医療機関のことは

子どもが急な病気になったら
●小児救急電話相談センター
　（受付時間18：00～8：00）
　※土日祝日は24時間対応
　☎＃8000 または
　☎095-822-3308

※電話番号を間違いないよう注意してください。

妊 妊婦健康相談乳 乳児健診 母子健康相談母３３歳児健診１１歳６カ月児健診

ところ 種類および受付時間日にち

12月の各種相談および赤ちゃんの健診など

ふれ愛センター度島

生月町中央公民館

平戸文化センター

平戸文化センター

大島村公民館

12月３日（木）

12月11日（金）

12月15日（火）

12月16日（水）

12月23日（水）

　　12:00～12:15　　　13:00～13:15

12:45～13:15　　　　　　　　

12:45～13:15

12:30～12:45

　　９:30～10:30

こども未来課母子保健班　☎22-9136問

乳

乳

乳

パ Sun・MaMaひろば（パパ・ママ教室）

Hirado City Public Relations,2020.1233

妊 母

１ ３

３

６

■活　動／年４回の学習会で、郷土料理の

伝承や住民の健康保持増進の食育活動など

■活動場所／大島地区

■会員数／ 16人

わたしたち「食生活改善推進員」です！

大島支部「若芽会」

「私たちの健康は私たちの手で」をスローガンに活動する平戸市食生活改善推進員を紹介！

　若芽会は、平戸市の食生活改善推進協議会の
中で１番長く活動している支部です。
　昭和59年発足当初は、貧血と高血圧予防の食
事の普及が主な活動でしたが、最近では生活様
式、健康課題の変化に伴い糖尿病や脂質異常症
など糖分や脂肪を減らすための調理伝達が多く
なっています。
　また、家庭訪問で塩分測定を行って家庭の味
を振り返ってもらったり、減塩や自然のだしのお
いしさを伝える活動も行っています。
　会員同士仲良く学
びあって仲間の輪を
広げ、地区の人たち
の健康を守っていけ
るような活動を続け
ていきたいと思って
います。

今月の
特ダネ

また出産後のお母さんは夜泣きや授乳などで、大
変忙しくなります。
できれば時間のあ
る妊娠中（特に妊娠
初期から中期）に、
歯の治療を受けて
ほしいと思います。 
 妊娠、出産は女性の人生の通過点
　妊娠、出産は決して女性の人生におけるゴール
ではありません。その先の人生を健康に過ごして
いくための通過点です。
　赤ちゃんの誕生をお母さんが心置きなく迎えられ、
女性だけでなく周りの人たちが安心して暮らしてい
けるよう、北松歯科医師会としてもサポートしてい
きたいと思います。 　　　　　　 北松歯科医師会
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「
イ
ク
ボ
ス
」と
は
職
場
で
共
に

働
く
部
下
・
ス
タ
ッ
フ
の
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、
部
下

の
キ
ャ
リ
ア
と
人
生
を
応
援
し
な

が
ら
、
組
織
の
業
績
も
結
果
を

出
し
つ
つ
、
自
ら
も
仕
事
と
私
生

活
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
上
司

の
こ
と
で
す
。
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー

を
通
し
て
、
固
定
化
し
た
価
値

観
を
見
直
し
、
働
き
や
す
い
職
場

環
境
づ
く
り
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
。

○
と　

き　

令
和
３
年
１
月
14

　

日（
木
）午
後
７
時
〜
９
時

○
と
こ
ろ　

た
び
ら
活
性
化
施

■中部出張所　☎22-9180　■南部出張所　☎22-9190　■舘浦出張所　☎22-9204　■度島連絡所　☎22-9176
■平戸市役所　☎22-4111　■生月支所　☎22-9200　■田平支所　☎22-9210　■大島支所　☎55-2511

Please 
Check 見落としがちだけど重要な「募集」「お知らせ」などの「情報」が満載

このページも見落とさないで、要チェック！

見逃せない情報がココに

償
却
資
産
と
は

　

会
社
や
個
人
で
工
場
、
商
店
、

農
業
、
漁
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど

を
営
ん
で
い
る
人
や
、
駐
車
場
や

ア
パ
ー
ト
な
ど
を
貸
し
付
け
て
い

る
人
が
、
そ
の
事
業
の
た
め
に
用

い
て
い
る
構
築
物
、
機
械
、
器

具
・
備
品
な
ど
を
い
い
ま
す
。

※

事
業
用
と
し
て
太
陽
光
パ
ネ
ル

　

を
設
置
し
て
い
る
人
も
申
告
が

　

必
要
で
す
。

◎
問　

税
務
課
固
定
資
産
税
班

　
　
　
（
☎
22-

９
１
１
７
）

高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

合
格
支
援
事
業

▼「
高
卒
認
定
試
験
」合
格
の
た

　

め
の
講
座（
通
信
講
座
含
む
）

　

を
受
け
て
修
了
し
た
際
、
受

　

講
費
用
の
４
割
を
支
給

▼「
高
卒
認
定
試
験
」合
格
し
た

　

際
、
受
講
費
用
の
２
割
を
支

　

給

　

※

最
大
受
講
費
用
の
６
割
を

　
　

支
給（
上
限
15
万
円
）

　

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問　

こ
ど
も
未
来
課
子
育
支

　

援
班

　
（
☎
22‐

９
１
３
７
）

　

工
場
や
商
店
な
ど
を
経
営
し
て

い
る
人
で
、
令
和
３
年
１
月
１
日

現
在
、
次
の
よ
う
な
償
却
資
産
を

お
持
ち
の
場
合
は
、
令
和
３
年
２

月
１
日（
月
）ま
で
に
申
告
が
必

要
で
す
。
申
告
書
は
12
月
中
旬
に

送
付
す
る
予
定
で
す
。

　

援
班

　
（
☎
22‐

９
１
３
７
）

　　

自
衛
官
募
集
に
関
す
る
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。
お
気
軽
に

相
談
く
だ
さ
い
。

○
と　

き　

12
月
３
日（
木
）午

　

前
９
時
〜
午
後
５
時

○
と
こ
ろ　

本
庁
１
階
ロ
ビ
ー

◎
問　

自
衛
隊
長
崎
地
方
協
力

　

本
部
佐
世
保
出
張
所　

　
（
☎
０
９
５
６-

23-

１
２
３
１
）

　　　

母
子
家
庭
、
父
子
家
庭
、
寡

婦
の
生
活
安
定
と
そ
の
児
童
の
福

祉
の
向
上
を
図
る
た
め
に
、
各
種

資
金
の
貸
付
と
給
付
を
行
っ
て
い

ま
す
。

母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付

○
技
能
習
得
・
修
業
資
金

　
　

▼
貸
付
月
額（
上
限
）６
万

　
　
　

８
千
円

　
　

最
長
１
年

 　

※

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、

　
　

抽
選
と
し
ま
す
。

 　

※

育
児
用
品
の
貸
し
出
し
・

　
　

返
却
は
、
こ
ど
も
未
来
課

　
　

子
育
て
支
援
班
ま
た
は
各

　
　

支
所
地
域
振
興
課
、
各
出

　
　

張
所
が
窓
口
と
な
り
ま
す
。

○
対
象
者　

市
内
に
住
所
を
有

　

す
る
乳
幼
児〔
令
和
３
年
３
月

　

31
日(

水)

ま
で
に
出
産
予
定

　

を
含
む
〕の
保
護
者
ま
た
は
里

　

帰
り
先
の
祖
父
母
な
ど
。
た

　

だ
し
、
保
育
料
な
ど
の
滞
納

　

者
を
除
く
。

○
申
請
方
法　

印
か
ん
と
母
子

　

健
康
手
帳
を
持
参
の
上
、
市

　

民
課
総
合
窓
口
ま
た
は
各
支

　

所
地
域
振
興
課
、
各
出
張
所

　

に
備
え
付
け
の
申
請
用
紙
に
必

　

要
事
項
を
記
入
し
、
申
請
し

　

て
く
だ
さ
い
。

○
申
請
期
限　

12
月
14
日（
月
）

　

※

出
産
予
定
日
の
２
週
間
前

　
　

よ
り
貸
し
出
し
可
能
で
す
。

　

※

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
・
チ
ャ
イ
ル

　
　

ド
シ
ー
ト
の
購
入
費
の
一
部

　
　

は
、「
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付

　
　

金
」を
活
用
し
て
い
ま
す
。

◎
問　

こ
ど
も
未
来
課
子
育
支

　

設
○
参
加
費　

無
料

○
対
象
者　

市
内
に
あ
る
企
業

　

の
管
理
職

○
募
集
定
員　

先
着
50
人

○
申
込
期
限　

12
月
25
日（
金
）

○
講　

師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ァ

　

ザ
ー
リ
ン
グ
ジ
ャ
パ
ン
フ
ァ
ウ

　

ン
ダ
ー
／
代
表
理
事
安
藤
哲

　

也
○
申
込
先　

総
務
課
行
政
班

◎
問　

総
務
課
行
政
班

　
　
　
（
☎
22‐

９
１
０
０
）　

　

乳
幼
児
の
健
や
か
な
成
長
を
支

援
し
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の

軽
減
を
図
る
た
め
、
育
児
用
品
の

貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
貸
出
用
品
と
貸
出
期
間

　

①
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
15
台
・
最
長

　
　

１
年

　

②
ベ
ビ
ー
ス
ケ
ー
ル（
体
重
計
）

　
　

20
台
・
１
〜
３
カ
月

　

③
ベ
ビ
ー
バ
ス
10
台
・
１
〜
３

　
　

カ
月

　

④
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
10
台
・

ひ
と
り
親
家
庭
の
資
金
貸

付
と
給
付
金

乳
幼
児
へ
の
育
児
用
品
貸

出
事
業
第
４
期
募
集

イ
ク
ボ
ス
セ
ミ
ナ
ー

自
衛
官
募
集
出
張
相
談
所

を
開
設

募
　
　
集

　
　

▼
自
動
車
免
許
取
得（
上
限
）

　
　
　

46
万
円

○
修
学
資
金

　
　

▼
私
立
高
校
、
自
宅
通
学

　
　
　

の
場
合
、
貸
付
月
額（
上

　
　
　

限
）４
万
５
千
円

　
　

▼
国
立
大
学
、
自
宅
外
通

　
　
　

学
の
場
合
、
貸
付
月
額

　
　
　
（
上
限
）
10
万
８
，
５
０

　
　
　

０
円

自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

　

市
の
指
定
す
る
就
業
能
力
の

開
発
の
た
め
の
講
座
を
受
講
し
た

場
合（
例
・
介
護
実
務
者
研
修
な

ど
）受
講
料
の
６
割
相
当
額
を
支

給（
上
限
80
万
円
、
下
限
１
万
２

千
円
）

高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金

　

看
護
師
な
ど
の
資
格
を
取
得

す
る
た
め
に
１
年
以
上（
上
限
４

年
）養
成
機
関
な
ど
で
受
講
し
就

業
す
る
場
合（
通
信
講
座
含
む
）

に
支
給

　

▼
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯

　
　

月
額
10
万
円

　

▼
市
町
村
民
税
課
税
世
帯

　
　

月
額
７
万
５
０
０
円

　

※

養
成
課
程
修
了
ま
で
の
期
間

　
　

の
最
後
の
12
月
は
月
額
４

　
　

万
円
の
加
算
あ
り
）

お
知
ら
せ

償
却
資
産
の
申
告
に
つ
い

て

事務所

小売店

接客業

駐車場

農業・水産業

パソコン、エアコン、コピー機、応接セットなど

商品陳列棚、冷蔵庫、自動販売機など

カラオケセット、厨房設備、ソファーなど

駐車装置、照明などの電気設備、看板など

農業機械、農機具、漁船、遊漁船、漁網など

▲昨年開催したイクボスセミナー
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田
の
く
り
焼
き
・
火
入
れ
な
ど
を

行
う
場
合
は
消
防
署
お
よ
び
保

健
所
へ
連
絡
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

◎
問　

消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
（
☎
22-

３
１
６
７
）

　　

12
月
４
日（
金
）か
ら
、
10
日

（
木
）は「
人
権
週
間
」で
す
。
人

権
擁
護
委
員
は
、
皆
さ
ん
の
身

近
な
と
こ
ろ
で
人
権
を
守
る
た
め

に
活
動
し
て
い
ま
す
。
家
庭
内
の

も
め
ご
と
や
隣
近
所
と
の
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
で
悩
ん
で
い
た
り
、
心
配

ご
と
が
あ
れ
ば
相
談
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
お
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

平
戸
・
田
平
・
大
島
地
区

〇
開
設
日
時　

12
月
４
日（
金
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

〇
開
設
場
所

　

▼
未
来
創
造
館　

会
議
室
Ｂ

　

▼
田
平
町
民
セ
ン
タ
ー
２
階
研

　
　

修
室
１

　

▼
大
島
村
公
民
館
小
会
議
室

　
　
　

　

年
末
年
始
は
火
気
を
使
用
す

る
機
会
が
多
く
な
り
、
加
え
て
慌

た
だ
し
さ
も
重
な
り
注
意
力
が

散
漫
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

こ
で
火
災
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め

に
注
意
す
べ
き
点
を
再
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

▼
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

　

す
る

▼
外
出
す
る
と
き
は
必
ず
火
の
元

　

を
確
認
す
る

▼
暖
房
器
具
は
燃
え
や
す
い
も
の

　

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

▼
ガ
ス
コ
ン
ロ
を
離
れ
る
と
き
は
、

　

必
ず
火
を
消
す

▼
家
の
周
り
は
整
理
整
頓
を
し
、

　

放
火
さ
れ
な
い
よ
う
に
気
を
つ

　

け
る

▼
電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、
た

　

こ
足
配
線
を
や
め
る

▼
コ
ン
セ
ン
ト
な
ど
に
は
ホ
コ
リ

　

を
付
着
さ
せ
な
い

　

ま
た
、
家
庭
ご
み
な
ど
の
焼

却
処
分
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

生
月
地
区

〇
開
設
日
時　

12
月
７
日（
月
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

〇
開
設
場
所　

生
月
町
中
央
公

　

民
館
２
階
会
議
室
Ｂ

◎
問　

長
崎
地
方
法
務
局
平
戸

　

支
局

　
（
☎
22‐

２
２
６
３
）

　　

佐
世
保
年
金
事
務
所
で
は
、

月
に
１
回
、
年
金
の
週
末
相
談

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
日
に
都
合
が
つ
か
ず
相
談
に

行
く
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、

こ
の
週
末
相
談
を
利
用
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
完
全
予
約
制
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
事
前
に
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。
予
約
の
際
は
、
基

礎
年
金
番
号
が
分
か
る
年
金
手

帳
や
年
金
証
書
な
ど
を
準
備
し
て

く
だ
さ
い
。

〇
と　

き　

毎
月
第
２
土
曜
日

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

〇
と
こ
ろ　

佐
世
保
年
金
事
務

　

所（
佐
世
保
市
稲
荷
町2-37

）

〇
予
約
先　

佐
世
保
年
金
事
務
所

お
知
ら
せ

◎
問　

佐
世
保
年
金
事
務
所

　
　
　
（
☎
０
９
５
６-

22-

９
１

　
　
　

１
６
）

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万

が
一
の
自
動
車
事
故
の
際
の
基
本

的
な
対
人
賠
償
を
目
的
と
し
て
、

原
動
機
付
自
転
車
を
含
む
す
べ
て

の
自
動
車
に
加
入
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
な
し
で
運

行
す
る
こ
と
は
法
令
違
反
で
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
問　

総
務
課
危
機
管
理
班

　
　
　
（
☎
22-

９
１
０
１
）

　

12
月
15
日（
火
）か
ら
24
日

（
木
）ま
で
の
10
日
間
、
年
末
の
交

通
安
全
県
民
運
動
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
交

通
ル
ー
ル
を
守
り
、
交
通
マ
ナ
ー

　

市
の
個
別
健
診
・
人
間
ド
ッ

ク
・
脳
ド
ッ
ク
受
診
者
で
医
療
機

関
か
ら
結
果
送
付
が
あ
っ
た
人
に

つ
い
て
は
左
記
の
説
明
会
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
結
果
票

が
な
い
と
説
明
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

〇
と　

き　

12
月
18
日（
金
）午

　

前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
／

　

午
後
１
時
〜
３
時

〇
と
こ
ろ　

未
来
創
造
館
会
議

　

室
Ａ
Ｂ

※

別
途
、
平
戸
市
か
ら
説
明
会

　

案
内
文
書
が
あ
る
人
は
、
で

　

き
る
だ
け
参
加
を
お
願
い
し
ま

　

す
。

◎
問　

健
康
ほ
け
ん
課
健
康
づ

　

く
り
班

　
（
☎
22-

９
１
２
５
）

　

凧
あ
げ
の
季
節
に
な
り
ま
し
た

が
、
感
電
事
故
防
止
の
た
め
、

電
線
付
近
で
凧
揚
げ
を
行
っ
た
り
、

電
柱
や
鉄
塔
に
昇
っ
た
り
し
な
い

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
万
が
一
凧
が
電
線
な
ど

に
か
か
っ
た
場
合
は
、
無
理
に
自

分
で
取
ろ
う
と
せ
ず
、
近
く
の
九

州
電
力
送
配
電
ま
で
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

◎
問　

九
州
電
力
送
配
電（
株
）

　

平
戸
配
電
事
業
所

　
（
☎
０
１
２
０-

９
８
６-

９
３

　

９
）

　

Ｖ
・
フ
ァ
ー
レ
ン
長
崎
ア
ウ
ェ

イ
最
終
戦
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー

イ
ン
グ
を
開
催
し
ま
す
。

〇
と　

き　

12
月
13
日（
日
）午

　

後
２
時
〜

〇
と
こ
ろ　

平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー

　

大
ホ
ー
ル

〇
内　

容　

Ｖ
・
フ
ァ
ー
レ
ン
長

　

崎
ｖ
ｓ
東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ

◎
問　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
推

　

進
班

　
（
☎
22-

９
２
１
４
）

　

令
和
元
年
の
新
規
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感

染
者
・
エ
イ
ズ
患
者
は
全
国
で
１
，

２
３
６
人
で
す
。
ま
た
新
規
Ｈ
Ｉ

Ｖ
感
染
者
は
20
〜
40
代
、
新
規

エ
イ
ズ
患
者
は
30
〜
50
代
に
多
い

状
況
で
す
。
感
染
経
路
は
、
性

的
接
触
に
よ
る
も
の
が
約
８
割
を

占
め
ま
す
。
県
内
に
お
い
て
は
、

新
規
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
・
エ
イ
ズ
患

者
が
７
人
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

県
北
保
健
所
で
は
、
と
く
名
・

無
料
で
Ｈ
Ｉ
Ｖ（
エ
イ
ズ
）検
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、

検
査
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

〇
検
査
日　

月
〜
金
曜（
要
予
約
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

〇
検
査
項
目　

Ｈ
Ｉ
Ｖ（
エ
イ
ズ
）

　

※

同
時
に
Ｂ
型
肝
炎
抗
原
、Ｃ

　
　

型
肝
炎
抗
体
、
梅
毒
、Ｈ
Ｔ

　
　

Ｌ
Ｖ-

１
も
検
査
で
き
ま
す
。

　

※

検
査
結
果
は
、
検
査
か
ら

　
　

２
週
間
後
以
降
に
保
健
所

　
　

で
面
談
に
て
説
明
し
ま
す
。

◎
問　

県
北
保
健
所
地
域
保
健

　

課
健
康
対
策
班

　
（
☎
57-

３
９
３
３
）　

12
月
１
日
は「
世
界
エ
イ
ズ

デ
ー
」

年
末
年
始
の
火
の
取
り
扱

い
に
は
ご
注
意
を
！

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。「
自

賠
責
保
険
・
共
済
」

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運

動

「
人
権
週
間
」に
お
け
る
特

設
人
権
相
談
所
の
開
設

の
向
上
と
子
ど
も
・
高
齢
者
に

優
し
い
交
通
環
境
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

○
重
点
実
施
項
目

　
▼
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

▼
歩
行
者
の
道
路
横
断
時
の

　
　

交
通
事
故
防
止

　

▼
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故

　
　

防
止

○
ス
ロ
ー
ガ
ン

　

夕
暮
れ
の  

一
番
星
は  

反
射
材

◎
問　

総
務
課
危
機
管
理
班

　
　
　
（
☎
22-

９
１
０
１
）

　　

広
報
ひ
ら
ど
10
月
１
日
号
11
Ｐ

で
お
知
ら
せ
し
た「
季
節
性
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
開

始
」に
つ
い
て
補
足
し
ま
す
。

　

生
後
６
カ
月
〜
15
歳
の
人
に
つ

き
ま
し
て
は
、
保
護
者
の
同
伴
の

有
無
に
関
わ
ら
ず
、
接
種
の
際
は

必
ず
母
子
健
康
手
帳
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

◎
問　

こ
ど
も
未
来
課
母
子
保

　

健
班

　
（
☎
22‐

９
１
３
６
）

ア
ウ
ェ
イ
で
戦
う
選
手
た

ち
へ
平
戸
か
ら
エ
ー
ル
を

お
く
ろ
う
！
パ
ブ
リ
ッ
ク

ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
開
催

年
金
事
務
所
の
週
末
相
談

令
和
２
年
度
季
節
性
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

個
別
健
診
受
診
後
の
結
果

説
明
会
開
催

感
電
事
故
防
止
の
お
願
い
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燃えるごみ 資源ごみ等

◎年末・年始ごみ収集カレンダー

12月16日
12月17日
12月18日
12月19日
12月20日
12月21日
12月22日
12月23日
12月24日
12月25日
12月26日
12月27日
12月28日
12月29日
12月30日

1月4日
1月5日
1月6日

水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水

月
火
水

月日 曜日
平戸地区 生月地区 田平地区

燃えるごみ 資源ごみ等 燃えるごみ 資源ごみ等燃えるごみ 資源ごみ等
大 島 地 区北松北部

クリーンセンター
（個人持込）

大島村
クリーンセンター
（個人持込）

受入可 受入可
8：30～16：30

受入可
8：30～16：30

受入可8：30～16：30受入可９：00～16：00
受入可8：30～10：00

受入可
8：30～16：30

9：00～16：00

休　　　み 休　　み休　　　み休　　　み休　　　み

12/31（木）～１/３（日）までの間は、収集業務および施設の受け入れは休みです。

通 常 通 り

全区域収集
※燃えるごみのみ

全区域収集
※燃えるごみのみ全区域収集

※燃えるごみのみ

休　み

9：00～16：00
受入可

9：00～16：00
受入可

受入可　 
９：00～ 15：00休　み休　み 休　み 休　み

　

年
末
・
年
始
は
、
各
地
区
で

収
集
日
な
ど
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
12
月
31
日（
木
）か
ら
１
月
３

　

日（
日
）ま
で
は
、
各
地
区
の

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
ご
み
を

　

出
さ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
粗
大
ご
み
の
回
収
や
、
し
尿
汲

　

取
り
は
、
決
め
ら
れ
た
期
日

　

ま
で
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼「
警
告
シ
ー
ル
」が
貼
ら
れ
、

　

回
収
さ
れ
て
い
な
い
ご
み
袋
は
、

　

各
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
利
用
者
の
責

　

任
で
、
12
月
15
日（
火
）ま
で

　

に
分
別
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
願
い
】

　

ガ
ス
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー
缶
は

爆
発
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

必
ず
使
い
切
っ
た
上
で
、
屋
外
の

火
気
の
無
い
安
全
な
場
所
で
穴
を

空
け
て
袋
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

電
池
を
使
用
す
る
機
器
な
ど
は
、

必
ず
電
池
を
抜
い
て
く
だ
さ
い
。

◎
問　

市
民
課
生
活
環
境
班

　
　
　
（
☎
22-

９
１
２
１
）

お
知
ら
せ

休　　み

休　　　み 休　　　み休　　　み休　　　み休　　　み 休　　　み

年
末
年
始
の
ご
み
・
し
尿

収
集
な
ど
に
つ
い
て

通 常 通 り 通 常 通 り

通 常 通 り 通 常 通 り

通 常 通 り
通 常 通 り

通 常 通 り

通 常 通 り

通 常 通 り 通 常 通 り
通 常 通 り
４日、南部地区は全地区収集
※燃えるごみのみ

通 常 通 り

通 常 通 り

通 常 通 り

通 常 通 り

し尿汲み取り　

◎一般廃棄物収集許可業者一覧（事業系を除く）
地　域　名 業　　者　　名 電話番号 予約締切日収集の種類

浄　化　槽　汚　泥

浄　化　槽　汚　泥

し   尿   汲   み  取   り

し尿汲み取り

し尿汲み取り
浄化槽汚泥

粗　大　ご　み

（有）平戸清掃
中部清掃（有）　
（株）谷山清掃
赤木衛生設備
（有）平戸衛生サービス
下道清掃
八木原清掃
藤島清掃
赤木衛生設備
（有）鶴丸設備
（有）松尾設備
（有）生月衛生社
生月清掃合同会社

（有）新北松衛生社

（有）吉田環境衛生設備工業

大島村クリーンセンター

（有）鶴丸設備

☎23-2210
☎28-2114
☎27-0030
☎25-2310
☎22-2497
☎22-2573
☎28-1048
☎27-0055
☎25-2310
☎23-3629
☎22-3351
☎53-2282
☎53-0214

☎0956-65-2766

☎0956-76-2351

☎55-2007

☎23-3629

12月11日（金）までに予約

12月４日（金）までに予約

12月11日（金）までに予約
12月18日（金）までに予約

的 山 ・ 大 根 坂
神浦・前平・西宇戸

北 部 地 域
中 部 地 域
南 部 地 域
度 島 地 域

北 部 地 域

中 部 地 域
南 部 地 域
度 島 地 域
 

生 月 地 域
山 田 地 域

12月11日（金）～ 18日（金）予約
12月４日（月）～ 11日（金）予約

12月11日（金）までに予約
12月31日（木）
～１月３日（日）

12月31日（木）～１月３日（日）
12月30日（水）～１月４日（月）

12月30日（水）～１月４日（月）

12月29日（火）～１月３日（日）
12月30日（水）
～１月３日（日）

休業日

大島地区

平戸地区

生月地区

田平地区

地区名

12月28日（月）まで
電話受付

12月30日（水）
～１月５日（火）

12月31日（木）
～１月３日（日）

浄　化　槽　汚　泥

■固定資産税　　　　　　　第３期
■国民健康保険税　　　　　第７期
■介護保険料　　　　　　　第７期
■後期高齢者医療保険料　　第６期
※口座振替日　　　　　12月24日（木）
　この日に振替ができなかった場合は、１月12日（火）に　
再振替します。

市税の納期限【12月２5日（金）】

税務課総務徴収班　☎22-9115問
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Necessary Information

普
段
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
情
報
を「
お
知
ら
せ
」

暮
ら
し
に

役
立
つ
情
報
が

こ
こ
に
も

各種相談

○12月11日（金）10：00～ 15：00
　平戸文化センター会議室C
○12月25日（金）10：00～ 15：00
　平戸文化センター会議室C

■ハローワークin平戸市

商工物産課商工新産業班　☎22-9141問

■年金相談（完全予約制）
○12月２日（水）10：00～ 15：00　
　市役所本庁３階会議室
○12月８日（火）10：00～ 15：00　
　市役所本庁３階会議室
○12月15日（火）10：30～ 15：00　
　生月支所
○12月22日（火）10：00～ 15：00
　市役所本庁３階会議室
年金相談予約　☎0956-34-1189 
佐世保年金事務所お客様相談室受付時間（平日） 8：30～
17：00（相談日の前日までにご予約ください）

健康ほけん課国保年金班　☎22-9124問

■12月の延長窓口実施日
　12月３日（木）・10日（木）・17日（木）・24
日（木）
■延長時間　　午後５時15分～午後７時
■開設場所　　本庁市民課※各支所・出張所では不可
■受付内容　　マイナンバーカードおよび各
　種証明書の交付
　※交付できる証明書
　◎住民票の写し　◎戸籍謄（抄）本
　◎戸籍附票の写し     ◎印鑑登録および印鑑証明書
※証明の種類によっては、委任状が必要になる場合
　があります。また、印鑑登録は即日登録できない
　場合がありますので、事前にご確認ください。

市民課戸籍住民班　☎22-9123問

延長窓口
　本庁市民課では、平日の開庁時間に来庁できない人
のために、時間外に証明書などを発行するサービスを
実施しています。サービスを利用される場合は、必ず
当日の午後5時までにご予約ください。

　市役所では、市民の皆さんが普段の生活の中で抱
えている悩みや困りごと、また、お仕事で就職や創
業などを考えている人たちなどに対し、各種専門の
相談員に相談できる窓口を用意しています。
　今月は下記の日程で開催しますので、お気軽にお
越しください。

○12月18日（金）９：00～ 17：00
　田平町民センター（研修室２）

■よろず相談会

商工物産課商工新産業班　☎22-9141問

（事業者の経営上の課題解決支援のための相談会です）

市民課内消費生活センター　☎22-9122問

○12月９日（水）13：00～ 16：00　
　大島地区（大島村公民館）

■市民総合相談

商工物産課商工新産業班　☎22-9141問

○12月23日（水）10：00～ 16：00
　平戸市役所商工物産課内

■個別創業相談会（事前予約している人を優先）

○12月９日（水）11：00～ 16：00
　未来創造館会議室A

■若者応援相談会in平戸

商工物産課商工新産業班　☎22-9141問

市民課内消費生活センター　☎22-9122問

■消費生活巡回相談
○12月23日（水）13：00～ 15：00　
　生月地区（舘浦出張所）
　※行政相談は22日（火）に行います。
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　亀岡神社で国指定重要無形文化財「平戸神楽」の全
24番を公開する「大大神楽」が奉納されました。大
大神楽は年に１度、亀岡神社の例大祭で奉納されま
す。
　平戸神楽は、江戸時代前期、松浦家29代鎮信（天
祥）が壱岐出身の国学者である橘三喜に命じ、全国
の一ノ宮を巡拝し、調査研究を重ねて完成させたと
伝えらえれています。
　躍動的な舞である「神相撲」や、真剣を用いる「二
剣」などでは、見物客から拍手が起こりました。

10

　

コロナ禍での原発事故を想定

　佐賀県の玄海原子力発電所における万が一の事故
に備え、防災関係機関が連携した原子力防災訓練が
行われました。
　大島村では、大島支所を新型コロナウイルス感染
者の自宅に見立て、原発事故が起こった際の島外へ
の避難訓練を実施しました。支所職員が扮した感染
者を平戸海上保安署の巡視艇で神浦港から平戸港へ
搬送。待機していた県北保健所長による体調の確認
が行われたのち、救急車で佐世保市総合医療セン
ターに向かいました。

11
７

26

　

コロナ収束を祈願して封灯設置

　春日町の春日集落案内所かたりな周辺の棚田で、
11月１日～ 30日まで世界遺産イルミネーションイ
ベント「春日の祈り」を行いました。
　春日集落の四季を表す４色の灯りが、15分ごと
に変化しながら、満天の星空とともに棚田を明るく
彩りました。
　11月７、８日は、新型コロナウイルス感染症の
収束を祈って封筒の中にろうそくをいれた封灯を棚
田の通路に567個設置。訪れた人たちは、世界遺産
の棚田の中でゆらめく灯りに魅了されていました。

11
７ 躍動的な舞に拍手も

　平戸文化センターにおいて、戦没者追悼式が開催
され、戦没者2,542柱を追悼しました。
　今年は、新型コロナウイルス感染防止の観点から、
児童の平和への誓いや合唱、生徒の追悼演奏は行わ
ず、参列者も大幅に制限して実施。遺族を代表して
川邉潤一郎さん、浦部砂都美さんが献花、山口庄重
さんが献水を行いました。
　連合遺族会の岡山紀一会長が「私たちのような戦
没者遺族を出さないため、平和の尊さを語り継ぐ」
などと追悼の言葉を述べました。

10 平和の尊さを後世に語り継ぐ

11
13 税のことをより身近に

31

10 貴重な介護人材を激励

　平戸市役所市長室において、平戸市介護人事材確
保支援事業賞賜金交付式が行われ、９月から特別養
護老人ホームあんのんに勤務する岩崎杏子さんに市
長から賞賜金が交付されました。
　この事業は、満25歳以下で介護職として就職し
た人に激励の意を込めて賞賜金を交付するもので、
通算で10回目となります。
　交付を受けた岩崎さんは「介護の経験は、今後の
人生の財産になると思うので、精一杯頑張りたい」
と抱負を述べました。

28

　11月11日（いい日、いい日）「介護の日」の周知の
一環として、市内の小学生・中学生を対象に募集した
「介護の日」ポスターの入選者に表彰状を授与しました。
　今年は、合計60点の応募があり、小学生の部、中
学生の部ともに優秀賞各１人、佳作各２人が選ばれま
した。入選作品は、平戸市ホームページにおいて公開
しています。

小学生の部　優秀賞　古川笑湖さん（志々伎小２年）
中学生の部　優秀賞　北原夕瑞さん（大島中１年）

11
介護のイメージをポスターに描き、介護への理解を深める４

　11月11日から17日までの「税を考える週間」の
一環として、平戸市租税教育推進協議会が募集した
「税に関する作文」の表彰式が未来創造館で行われま
した。今年は、平戸市内の高校から246点、中学校
から344点の応募があり、高校の部５点、中学の部
４点が表彰されました。
　平戸市租税教育推進協議会の会長である黒田市長
は「将来を担う中高生が税について考える良い機会。
どの作文も税と公共サービスの関わりを理解し、自
分の意見がしっかり書かれていた」と話しました。
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おくやみ

うぶ声
＆

う
ぶ
声

行
政
区

保
護
者

名　

前

お
く
や
み

死
亡
日

行
政
区

年
齢

名　

前

宮
本　

ノ
ブ 

93
歳 
11
／
9 

上
大
垣

綾
香　

シ
メ 

101
歳 
11
／
9 
山
野
・
白
石

柴
山　

新
次 

69
歳 
11
／
10 

宮
の
浦

山
口　

幸
憲 

80
歳 
11
／
10 

大
志
々
伎

大
山　

良
一 

68
歳 
11
／
10 

赤
坂

宮
川　

リ
カ 

98
歳 
11
／
11 

宮
の
浦

作
元　
　

子 

61
歳 
11
／
11 

水
垂

赤
木　

ヨ
シ
ノ 

91
歳 

11
／
14 
草
積

 【
生
月
地
区
】

大
畑　

富
士
江 

88
歳 

10
／
15 
舘
浦
浜

平
山　

末
義 

85
歳 

10
／
17 
山
田

西　
　

高
雄 

80
歳 

10
／
18 
舘
浦
屋
敷

川
上　

チ
ヱ
子 

87
歳 

10
／
23 
堺
目

前
田　

ヨ
ネ 

100
歳 

10
／
26 
舘
浦
浜

冨
山　

ト
モ
子 

85
歳 

11
／
1 
浦
北

松
永 

86
歳 

11
／
3 
山
田

伊
藤　

一
枝 

79
歳 

11
／
4 
舘
浦
浜

城
野　

春
子 

84
歳 

11
／
4 
山
田

末
永　

久
男 

78
歳 

11
／
5 
浦
南

北　
　

初
惠 

80
歳 

11
／
8 
元
触

大
浦　

重
則 

83
歳 

11
／
10 
壱
部

　

本　

忠 

91
歳 

11
／
13 
舘
浦
屋
敷

神
田　

ミ
ヤ
子 

92
歳 

11
／
14 
浦
南

坂
本　

ノ
ブ
子 

95
歳 

11
／
14 
堺
目

【
田
平
地
区
】

福
池　
　

彦 

78
歳 

10
／
17 
野
田

田
元　

ツ
イ 

93
歳 

10
／
26 
永
田

池
田　

信
介 

62
歳 

11
／
1 
下
亀

岡
田　

キ
ミ
エ 

94
歳 

11
／
8 
東
荻
田

【
大
島
地
区
】

田
中　

や
よ
ひ 

71
歳 

11
／
11 
的
山
浦

（
10
／
16
〜
11
／
15
受
付
分
）

　　【
平
戸
地
区
】

松
永　

蒼
生 

貴
成 

上
大
垣

井
上　

博
翔 

辰
彦 

猪
渡
谷

平
山　

暁
士 

安
博 

上
大
垣

米
倉　

由
莉 

智
晃 

山
中

宮
川　

詠
斗 

高
太
郎 

宮
の
浦

田
中　

愛
莉
菜 

歩 

紐
差
第
３

【
生
月
地
区
】

小
場　

美
桜
里 

雄
太 

元
触

吉
本　

祥
利 

光
彦 

堺
目

【
田
平
地
区
】

調　
　

嶺
介 

裕
介 

永
田

千
北　

愛
叶 

瑞
希 

大
久
保（
田
平
）

阿
立　

紗
空 

祐
哉 

山
内

後
藤　

百 

智
徳 

永
田

金
澤　

美
空 

英
知 

永
久
保

【
平
戸
地
区
】

内
山　

チ
ヨ
ミ 

88
歳 
10
／
16 

前
津
吉
浦

山
田　

ひ
ろ
子 

70
歳 
10
／
16 

上
大
垣

小
田　

禧
忠 

80
歳 
10
／
18 

紐
差
第
２

貞
方　

二
郎 

69
歳 
10
／
19 

薄
香
越

綾
香　

巽 

85
歳 
10
／
20 

春
日

園
田　

和
幸 

66
歳 
10
／
20 

古
江

末
吉　

リ
ヱ 

89
歳 
10
／
20 

宝
亀
第
２

岡
井　

照
子 

87
歳 
10
／
20 

新
町

吉
村　

ツ
ヤ
子 

89
歳 
10
／
20 

下
大
垣

伊
東　

久
子 

88
歳 
10
／
21 

下
大
垣

橋
本　

保 

91
歳 
10
／
21 

船
木

大
石　

フ
ミ
子 

87
歳 
10
／
22 

神
船

石
橋　

ス
ヱ
子 

97
歳 
10
／
22 

大
川
原

竹
内　

信
夫 

82
歳 
10
／
24 

大
志
々
伎

藤
澤　

幸
雄 

90
歳 
10
／
25 

神
鳥

伊
東　

ソ
デ 

91
歳 
10
／
25 

川
内
浦

土
肥　

孝
一 

79
歳 
10
／
26 

杉
山

友
川　

ム
ラ 

92
歳 
10
／
28 

志
々
伎
浦

米
倉　

強
三 

90
歳 
10
／
31 

明
の
川
内

磯
本　

カ
ズ 

100
歳 
10
／
31 

高
麗
町

瀨
戸
口　

良
子 

68
歳 
11
／
1 

獅
子
第
４

岡
部　

敏
治 

67
歳 
11
／
1 

古
江

山
中　

ヨ
シ 

82
歳 
11
／
1 
根
獅
子
第
３

岩
﨑　

和
子 

86
歳 
11
／
2 

平
戸
荘

大
石　

扶
美
子 

85
歳 
11
／
3 

下
中
野

髙
増　

セ
イ 

86
歳 
11
／
3 

鮎
川

堤　
　

ノ
ブ
子 

90
歳 
11
／
5 

下
中
野

江
口　

ヤ
チ
ヨ 

92
歳 
11
／
6 

早
福

森
屋　

正 

87
歳 
11
／
7 

度
島
浦

真
辺　

順
子 

83
歳 
11
／
8 

大
久
保

永
谷　

貞
雄 

94
歳 
11
／
8 

神
崎

瀧
下　

キ
ヱ 

96
歳 
11
／
8 

紺
屋
町

白
濵　

ヒ
ロ
子 

76
歳 
11
／
9 

神
崎

問 市民課戸籍住民班
☎22-9123
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ワインにあう平戸の食材を
　平戸市森林組合の松瀨清代表
理事組合長が市長室を訪れ、
SDGsバッジ100個を寄贈しまし
た。このバッジは平戸市産のヒ
ノキで作られており、SDGsへの
取り組みのPRに活用されます。

　ワイン輸入大手「Mottox」福岡
サロンのスタッフが、地域産品
などの活用を広く手掛ける
「CROSSTOKYO」シェフらと平戸
を訪れ、新メニュー開発に向け
て生産者の現場を視察しました。

SDGsの取り組みのPRに

R1.12．10　１歳（岩の上町）

まつむら　　　れお　　　　　　　　れな

おりぐち　　  たいせい

折口 大成 くんH26.12．29　６歳（田平町）

永石 朱 ちゃん
R1.12.６　１歳（田平町）

ながいし　 あかり

森 香帆 ちゃん
H28.12.４　４歳（岩の上町）

もり　　　かほ しもだ　　  はやと

下田 隼人 くん

R1.12.31　１歳（岩
の上町）

松邨 玲保 くん・玲奈 ちゃん

　　濱岡 更紗 ちゃん
R1.12.25　１歳（大島村）

宇野 心月花 ちゃん
H29.12.26　３歳（大久保町）

うの　　　　  あづは はまおか　　　さらさ

浦上 玲叶 くん
H30.12.１　２歳（宝亀町

）

うらかみ　　 れいと もりやま　　

森山 ひかり ちゃん
R1.12．12　１歳（岩の上町）

12月生まれの皆さん
お誕生日おめでとうございます

vol.103

●投稿方法　・写真・子どもの氏名（ふりがな）・生年月日・性別・投稿者氏名・住所
　　　　　　・連絡先を添えて、Ｅメールでお送りください。
●申込先　　広報ひらどHappy Birthdayコーナー（人事課秘書広報班）
　　　　　　Ｅメール　kouhou@city.hirado.lg.jp
●申込期限　発行月前月の15日まで
●募集人数　15人（先着順）

１月
生まれ
募集中

※メール送信の際は、件名に必ず「1月号Happy Birthday」と入れてください。
※ご投稿いただいた写真は、必ずしも掲載とは限りませんのでご了承ください。
※被写体の承諾については、投稿者の責任となります。

１月に誕生日を迎えるわが子の笑顔を、皆さんに届けませんか？このコーナーでは、小学校入学前
の子どもの写真を募集しています。（市内在住者に限ります）

ＱＲコードで簡単に
応募できますよ！

ＨⅠＲＡＤＯの
アイドル大集合


